
平成21年（2009）に完成した本堂

雲辺寺巨鼇山
千手院

豊稔池堰堤雲辺寺ロープウェイ

中世ヨーロッパの古城を思わ
せる、堤長145.5m、堤高30m
の巨大なアーチダム。日本に2
基のみ存在するマルチプル
（多連式）アーチダム形式のう
ちのひとつで、5連の石積み形
式は国内唯一。平成18年には
国の重要文化財として登録さ
れた。毎年7月中旬から下旬に
行われる「ゆるぬき」（放流）の
風景は、讃岐の初夏の風物詩
として知られている。

五百羅漢像

羅漢とは釈迦の弟子となり悟り
を開いた高僧のこと。ロープ
ウェイ山頂駅より境内に向かう
参道には、500体にも及ぶ羅漢
像が並ぶ。その表情は一体ごと
に異なり、参拝客を見つめる様
は迫力がある。これらは、弘法
大師入唐の際、初めて上陸し
た福建省赤岸鎮にある五百羅
漢院の像を模して作られた。

全長2594ｍ、高低差は657ｍ、
雲辺寺のある山頂と香川県側
の麓を約7分で結ぶ。定員101
名のスイス製ゴンドラからは、
三豊平野や瀬戸内海、晴れた
日には岡山も望める。シーズン
には山桜やツツジ、モミジが楽
しめる。お遍路さんだけでなく、
冬季営業のスキー場を訪れる
客にも欠かせない足だ。

沿線の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

香川県観音寺市大野原町丸井1974-57
0875・54・4968
7：20～17：00（12～2月は8：00～）
無休
大人往復2,060円

休

第66番 雲辺寺
●徳島県三好市池田町白地ノ口ウチ763-2   
☎0883-74-0066 
●宿坊／なし

第67番 大興寺
●香川県三豊市山本町辻4209 
☎0875-63-2341
●宿坊／なし

　香川と徳島の県境をまたぐ雲辺寺山（標高
９２７ｍ）の山頂にある雲辺寺は、霊場の中で
最高峰に位置し、僧侶の学問修行の場として
栄えたことから、別名「四国高野」とも呼ばれて
いる。所在地は徳島県だが、讃岐「涅槃の道
場」最初の霊場。この険しい山中に寺が創建さ
れたのは延暦８年（７８９）、弘法大師が16歳
の頃、善通寺建立の材木を求めて登山したと
ころ、霊山の趣に惹かれ、一夜にして堂宇を建
立。鎌倉時代には関所の役割も兼ねた大寺院
であった。戦国時代に土佐の長宗我部元親が
この寺を訪れ、四国統一の野望を住職に打ち
明けたが、土佐の国造りに専念するよう説かれ
た話は有名だ。

　杉や檜などの古木に囲まれた広大な境内
には、かつての繁栄ぶりを偲ばせる堂宇が
建ち並び、山岳霊場独特の幽玄な世界を感
じさせる。
　本尊は平安時代、経尋作の千手観音。寺
にはこの木造千手観音坐像のほか、木造毘
沙門天立像、絹本著色聖衆来迎図といった
国の重要文化財が安置されている（非公
開）。また、新たな本堂が平成21年（２００
９）に完成。納経所は本堂と大師堂をつなぐ
参道の間にある。
　初夏には、アジサイが参道沿いに咲き誇
り、参拝客の目を楽しませる。
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第66番
きょごうざん　せんじゅいん　うんぺんじ

「涅槃の道場」はここから始まる

御詠歌／はるばると雲のほとりの寺
に来て月日を今は麓にぞ見る
本尊／千手観世音菩薩
真言／おん ばざら たらま きりく
宗派／真言宗御室派
開基／弘法大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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広 と々した境内は見どころも多数。ゆっくりと散策したい
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香川県観音寺市大野原町田野々
0875・54・2035（豊稔池土地改良区）
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七日燈明が行われる本堂

大興寺 小松尾山
不動光院

金剛力士像道の駅 ことひき

仁王門で参拝客を出迎えるの
は、高さが約３ｍある金剛力士
像。四国の寺院の中では最大
といわれている。寺伝によると
高名な仏師であった運慶作。
ただし、頭部だけは江戸時代
に替えられたもの。カッと見開
かれた目、阿吽の口元、たくまし
い腰の線など全体的に力強く、
その迫力は見る者を圧倒する。

天台大師堂

本堂に向かって右手にあるの
が中国の天台宗第三祖天台
大師智顗（ちぎ）を祀る天台大
師堂。中に納められている大師
坐像は、彩色を施した檜材の
寄木造りで鎌倉時代の作。頭
巾をかぶり、納衣の上に袈裟を
かけ、両手は腹の前で禅定印
を結んでいる。天台大師の古
い像は全国でも少なく、県の文
化財に指定されている。

琴弾公園内にある道の駅。観
音寺市や香川県の物産品・土
産品が購入できる。また、世界
各地の珍しいコインや紙幣な
ど約2,000点を展示した「世界
のコイン館」、2016年にオープ
ンした「太平正芳記念館」があ
る。観音寺市の祭りで登場する
太鼓台の展示施設「観音寺市
総合コミュニティセンター」や
「郷土資料館」もあり、歴史や
文化を学ぶことができる。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

香川県観音寺市有明町3-37
0875・24・2150（観音寺市総合コミュニティセンター）、
0875・23・0055（世界のコイン館）
9：00～17：00
月曜（世界のコイン館、郷土資料館）
（祝日の場合は翌日）
世界のコイン館・太平正芳記念館共通入館
料 大人300円、小中学生150円、郷土資料
館無料

休

第67番 大興寺
●香川県三豊市山本町辻4209 
☎0875-63-2341
●宿坊／なし

第68番 神恵院 
●香川県観音寺市八幡町1-2-7 
☎0875-25-3871 
●宿坊／なし

　東大寺末寺として建立されたと伝えられる
大興寺の歴史は古く、境内からは奈良時代の
ものを示す十四葉素弁の蓮華文軒瓦が出土し
ている。後年、嵯峨天皇の勅願により弘法大師
が熊野三所権現鎮護の霊場として再建した。
現在は真言宗だが、本堂に向かって左側に弘
法大師堂、右側に天台大師堂が並び、かつて
は天台と真言の二大宗派が共存する異色の寺
院であった。修験者たちの道場として栄え、最
盛期には真言宗24坊、天台宗12坊が境内に
軒を連ねていたほど。薬師如来坐像、金剛力
士像など香川県の文化財に指定されたものも
多い。のどかな田園の中にあり、地元では「小
松尾さん」の名で親しまれている。

　寺の前の小川にかかった橋を渡り、仁王
門をくぐると、樹齢１２００年余りといわれるカ
ヤとクスノキの大木が迎えてくれる。
長い石段を上りきった正面には本堂があり、
その左右に二大宗派が共存していたことを
示す二つの大師堂が建っている。現在の本
堂は江戸時代の初期に再建されたもの。そ
の中では何本もの赤いロウソクの火がゆら
めく。これは「七日燈明」と呼ばれる秘法で、
赤い大ロウソクに願いごとを書いて奉納す
ると、７日間ロウソクを灯し祈願してくれる。
参拝できない遠方の人の奉納も多い。
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第67番
こまつおざん　ふどうこういん　だいこうじ

二大宗派が共存した異色の寺院

御詠歌／植えおきし小松尾寺を眺
むれば法の教えの風ぞ吹きぬる
本尊／薬師如来
真言／おん ころころ せんだり まと
うぎ そわか
宗派／真言宗善通寺派
開基／弘法大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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長い石段を上りきった先に開ける広 と々した境内
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マルヨシマルヨシ

ヤマダ電機ヤマダ電機

西村ジョイ西村ジョイ

羽崎病院羽崎病院

三豊合同庁舎三豊合同庁舎

観音寺中央高校観音寺中央高校

観音寺中学校観音寺中学校

観音寺小学校観音寺小学校

観音寺第一高校観音寺第一高校

せと耳鼻咽喉科せと耳鼻咽喉科

加藤耳鼻咽喉科加藤耳鼻咽喉科

かもだ内科かもだ内科

琴弾公園琴弾公園

銭形砂絵銭形砂絵

観音寺自動車学校観音寺自動車学校

中部中学校中部中学校

観音寺市役所観音寺市役所

細川整形外科細川整形外科

ファミリーロッジ旅籠屋・讃岐観音寺店ファミリーロッジ旅籠屋・讃岐観音寺店

観音寺グランドホテル観音寺グランドホテル

若松家本館若松家本館

若松家別館若松家別館

琴弾荘琴弾荘

旅館晩翠旅館晩翠

藤川旅館藤川旅館

白梅旅館白梅旅館

一富士旅館一富士旅館
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琴弾廻廊琴弾廻廊

第67番　大興寺　　第68番　神恵寺

8.7 km

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図(国土基本情報)
電子国土基本図(地図情報)及び数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」

香川県ホテル旅館生活衛生同業組合

観音寺市観光協会

087-851-2661

0875-24-2150

1

2

へんろみち周辺の宿泊施設の案内

　※赤い点線は遍路道の一例です

縮尺= 1：15,000 1000m0

信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

A地点

A地点

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



階段を上ったところにあるモダンな本堂

神恵院 七宝山

琴弾廻廊

外湯と内湯を合わせて8種類
の風呂を備える温泉施設。広々
とした野天風呂からは、有明浜
を眺めることができる。内湯の
古代檜漆風呂や海水を利用し
た潮風呂などがあり、どれも個
性的。じんわりと汗をかく低温
サウナの釜風呂（男女日替わ
り）は、岩盤浴感覚で楽しめる。
旬の食材を使った料理を味わ
える食事処「暈亭」も併設。

沓音天神（くつおとてんじん）

仁王門から境内に向かって行
くと、左側にある天神様の社は、
注意していないと見落としそう
なほど小さい。一夜庵主であ
り、俳諧の祖・山崎宗鑑が尊崇
していた。名前の由来は、ある
夜、庵に誰かが訪ねてきたが、
沓の音だけで姿形は見えず、
後を追って行くと、この社で沓
音が消えたという伝説から。

沿線の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

第68番 神恵院 
●香川県観音寺市八幡町1-2-7
☎0875-25-3871 
●宿坊／なし

第69番 観音寺
●香川県観音寺市八幡町1-2-7
☎0875-25-3871 
●宿坊／なし

　大宝３年（７０３）、法相宗の日証上人が琴弾
山で修行をしていた時、宇佐八幡大神の神託
を授かり、琴を積んだ神舟を発見した。上人は
舟を引き上げ、琴弾山の山頂に社殿を造ってこ
れを祀り、琴弾八幡宮とその神宮寺を建立し
た。のちに弘法大師がこの地を訪れ、神宮寺第
七世住職を務めた際、琴弾八幡宮の本地仏で
ある阿弥陀如来を描いて本尊とし、寺号を神恵
院と定めた。
　時が移り、明治時代の神仏分離令により琴弾
八幡宮と神恵院は分離。神恵院は、社殿に安
置されていた阿弥陀如来とともに、山の中腹に
ある観音寺の境内に移され、現在の形となった。

　第69番札所である観音寺と境内を同じく
し、四国霊場唯一の一山二霊場となってい
る。仁王門をくぐって左に神恵院、右に観音
寺の本堂があり、納経は同じ場所で二ヶ寺
分を一度に行う。平成14年（２００２）に本
堂を新築。一見、堂宇に見えないコンクリー
トの外壁に本堂への入り口がある。階段を上
がり中に入ると、白木の本堂があり、現代的
な素材と温もりのある木の組み合わせに驚
かされる。以前本堂だった堂宇は、現在は薬
師堂となっており、薬師如来像が安置されて
いる。毎月８日には護摩祈祷が行われ、多く
の参拝者が訪れる。
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しっぽうざん　じんねいん

四国霊場唯一の「一山二霊場」

御詠歌／笛の音も松吹く風も琴弾く
も歌うも舞うも法のこえごえ
本尊／阿弥陀如来
真言／おん あみりた ていぜい から
うん
宗派／真言宗大覚寺派
開基／日証上人

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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仁王門から階段を上ると二寺院の堂宇が並び立つ

➡

香川県観音寺市有明町6-6
0875・24・4567
10：00～23：00（札止22：00）
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琴弾公園内にある地下水。平
安時代、日照りが続いて飲み
水にも苦しんでいる人 を々救お
うと、観音寺の住職だった弘法
大師が掘ったと伝えられてい
る。昭和初期まで水源として使
われていたものを整備、復元し
た。琴弾公園には美しい緑と朱
塗りのそり橋を映す琴柱池（こ
とじいけ）もあり、四季折 の々風
景も壮観だ。

香川県観音寺市有明町琴弾公園内
0875・23・3933（観音寺市商工観光課）



６

６

24

24

大興寺大興寺
だいこうじだいこうじ

民宿おおひら民宿おおひら

民宿四国路民宿四国路

かんぽの宿 観音寺かんぽの宿 観音寺

豊田小学校豊田小学校

三豊総合運動公園三豊総合運動公園

至
、大
野
原
Ｉ
Ｃ

至
、大
野
原
Ｉ
Ｃ

至
、さ
ぬ
き
豊
中
Ｉ
Ｃ

至
、さ
ぬ
き
豊
中
Ｉ
Ｃ

☞

☞

高
松
自
動
車
道

仁

　池

一
ノ
谷
池

上 千田

大長

中筋

石田

道下

原

野田

寺浦下

寺浦上

田中

粟屋

向新田

堂之岡

立石

仲原

下新田
青塚

大原
大割

段ノ岡

三谷

小立

寺上西

小松尾谷

池
之
尻
町

原
町

新
田
町

山
本
町
辻

観
音
寺
市

三
豊
市

67

21

21

５

49

49
49

237

237

６

11

11

観音寺観音寺
かんのんじかんのんじ

神恵院神恵院
じんねいんじんねいん

マルヨシマルヨシ

ヤマダ電機ヤマダ電機

西村ジョイ西村ジョイ

羽崎病院羽崎病院

三豊合同庁舎三豊合同庁舎

観音寺中央高校観音寺中央高校

観音寺中学校観音寺中学校

観音寺小学校観音寺小学校

観音寺第一高校観音寺第一高校

せと耳鼻咽喉科せと耳鼻咽喉科

加藤耳鼻咽喉科加藤耳鼻咽喉科

かもだ内科かもだ内科

琴弾公園琴弾公園

銭形砂絵銭形砂絵

観音寺自動車学校観音寺自動車学校

中部中学校中部中学校

観音寺市役所観音寺市役所

細川整形外科細川整形外科

ファミリーロッジ旅籠屋・讃岐観音寺店ファミリーロッジ旅籠屋・讃岐観音寺店

観音寺グランドホテル観音寺グランドホテル

若松家本館若松家本館

若松家別館若松家別館

琴弾荘琴弾荘

旅館晩翠旅館晩翠

藤川旅館藤川旅館

白梅旅館白梅旅館

一富士旅館一富士旅館

ビジネスホテル白梅別館ビジネスホテル白梅別館
パークホテル観音寺パークホテル観音寺

観音寺サニーイン観音寺サニーイン

道の駅ことひき道の駅ことひき

イオンイオン

マルナカマルナカ

J R
 予
讃
線

琴弾八幡宮琴弾八幡宮
ことひきはちまんぐうことひきはちまんぐう

観
音
寺
駅

新
琴
弾
橋

三架橋 加儀田川

一
の
谷
川

財
田
川

興昌寺山

琴弾山

仮屋町

若宮町

大和町

中新町

蛭子町

元町

上若町

当免

七間橋町

青柳町

中央町
殿町

明星町

川原町

下出

上出

田井 北下

南

宮北

西下

高木

四辻

上

北上

有
明
町

八
幡
町
（
一
）

観
音
寺
町

八
幡
町
（
二
）

坂
本
町
（
六
）

幸
町

天
神
町
（
二
）

茂
西
町
（
二
）

茂
木
町
（
四
）

八
幡
町
（
三
）

坂
本
町
（
五
）

坂
本
町
（
三
）

坂
本
町
（
四
）

天
神
町
（
一
）

茂
木
町
（
一
）

茂
木
町
（
三
）

茂
木
町
（
二
）

坂
本
町
（
一
）

坂
本
町
（
二
）

茂
木
町
（
五
）

出
作
町

植
田
町

観
音
寺
市

68

69

琴弾廻廊琴弾廻廊
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「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図(国土基本情報)
電子国土基本図(地図情報)及び数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」

山口の井戸山口の井戸

　※赤い点線は遍路道の一例です

信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

縮尺= 1：15,000 1000m0

A地点

A地点

香川県ホテル旅館生活衛生同業組合

観音寺市観光協会

087-851-2661

0875-24-2150

1

2

へんろみち周辺の宿泊施設の案内

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



本堂は雅な室町時代の面影をたたえる

観音寺 七宝山

十王堂と閻魔会

十王堂には閻魔大王をはじめ
とする地獄の審判「十王」が祀
られている。閻魔会は観音寺の
行事の一つで、1月16日と8月
16日に十王堂で行われる先祖
供養の法要。いつもはお遍路さ
んが目立つ境内だが、この日は
近隣の人たちで賑わう。地獄の
様子を描いた地獄絵図の軸画
も公開され、供養の大切さを教
えてくれる。

釈迦涅槃像

お釈迦様が沙羅双樹の下で頭
を北に向けて身を横たえてい
る像で、臨終の姿を彫ったも
の。同じ場面を描いた絵（涅槃
図）は様々な寺院で見られる
が、彫刻されたものは日本では
数少ない。藤原時代の作とさ
れ、国指定の重要文化財。通
常は非公開だが、年に一度、2
月15日の涅槃会の時のみ公開
される。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

第69番 観音寺
●香川県観音寺市八幡町1-2-7
☎0875-25-3871
●宿坊／なし

第70番 本山寺
●香川県三豊市豊中町本山甲1445 
☎0875-62-2007
●宿坊／なし

　大同２年（８０７）、弘法大師が琴弾八幡宮
神宮寺（のちの神恵院）の第七世住職を務め
ていた時、寺の起源となった宇佐八幡大神の
神舟は神功皇后ゆかりのものであり、観音の化
身であると感得した。そこで、琴弾山の中腹に
寺を建立、聖観世音菩薩像を彫って本尊とし、
寺号を観音寺と定めた。寺の様式は奈良の興
福寺に倣い、中金堂、東金堂、西金堂を備え
た。中金堂を本堂として聖観世音菩薩を安置。
西金堂には薬師如来像と十二将神像を、東金
堂には弥勒菩薩を安置していた。
　明治時代の神仏分離令により、観音寺の境
内に神恵院が移され、現在の形となった。

　神恵院と敷地を同じくする境内は、背後
に琴弾山がそびえ、立体感と奥行きがある。
　仁王門から階段を上るとすぐ右側に見え
るのは、本堂である中金堂。室町時代の部
材を残し、江戸中期に建立されたもので、国
の重要文化財に指定されている。そばには
樹齢８００年を超える大楠が枝を広げ、歴史
の息遣いを感じさせる。
　本堂の周囲には西国三十三所の三十三
観音がずらりと並び、参拝者と地域の人 の々
平穏を見守っている。納経所は平成14年
（２００２）年に改修。神恵院大師堂の近くに
あり、二ヶ寺分の納経を行っている。

境　内歴史・全体像
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朱塗りの堂が映える琴弾山麓の寺

御詠歌／観音の大悲の力強ければ
重き罪をも引き上げてたべ
本尊／聖観世音菩薩
真言／おん あろりきゃ そわか
宗派／真言宗大覚寺派
開基／日証上人

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー
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琴弾山を背景に、朱塗りの建物が映える

➡

大師
堂

本堂

仁王門
納経所

Ｐ

薬師堂68番
神恵院

鐘

大楠

手水舎

68番
大師堂
十王堂

銭形砂絵

瀬戸内海国立公園内、琴弾公
園の有明浜に描かれた巨大な
砂絵。東西122m、南北90mも
の大きさながら、江戸時代に領
民が藩主を迎えるために一夜
で造ったといわれている。「銭
形を見た人は健康で長生きし、
お金に苦労しない」という言い
伝えがあり、琴弾山の山頂から
全景を見ることができる。

香川県観音寺市有明町14
0875・23・3933
（観音寺市商工観光課）
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4.5km　※赤い点線は遍路道の一例です

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地図情報)及び
数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地名情報)を使用した。
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建立当時の姿を残す本堂

本山寺七宝山
持宝院

枯木地蔵堂 五重塔

寺の創建当初に弘法大師が建
立。明治43年（1910）に、損傷
が激しく見る影もない有様だっ
た塔を復興。当時の住職で
あった盲目の頼富実毅僧正
は、霊場巡りで59番国分寺を
出て歩く途中、霊験を得て目が
見えるようになった。その恩返し
のために復興したと伝えられて
いる。現在修復工事中（2018
年まで）。

本山寺建立の大師伝説と結び
ついた小堂。弘法大師が祖谷
山から切り出した用材を運ぶ
途中、天邪鬼のイタズラにより
その中の一本を落としてしまっ
た。それを見つけた土地の人々
は小堂を建て、地蔵を安置し
て祀るようになったという。今で
も小堂の裏を覗くと、地蔵の下
に古柱が祀られている。

沿線の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

香川県三豊市豊中町本山甲1835-3
0875・24・9231
（三豊市観光コンシェルジュ）

第70番 本山寺
●香川県三豊市豊中町本山甲1445    
☎0875-62-2007
●宿坊／なし

第71番 弥谷寺 
●香川県三豊市三野町大見乙70    
☎0875-72-3446 
●宿坊／なし

　大同２年（８０７）、本山寺は平城天皇の勅
願で弘法大師が一夜ほどの短い間に建てたと
伝えられることから、「一夜建立」の寺として知
られている。この時大師は本尊の馬頭観音、脇
士の薬師如来と阿弥陀如来を一刀三礼にて
刻んだ。阿弥陀如来は「太刀受けの弥陀」とも
呼ばれていて、その由来は戦国時代にさかの
ぼる。長宗我部元親が讃岐に攻め入った時、
本山寺にも軍勢が押し寄せた。当時の住職が
境内に押し入ろうとする兵を押し留めたが、斬
られてしまう。兵が境内に入ると、阿弥陀如来の
右の肘から血が滴り落ちていた。驚いた兵が
境内から退いたことで、本山寺は兵火を免れ
たという。

　仁王門を入ると、正面にどっしりと構える
本堂と五重塔が見え、その景色は壮観だ。
　国宝に指定されている本堂は、寄棟造り、
本瓦葺きの重厚な建物。正安２年（１３００）
に建てられた鎌倉時代の傑作とされている。
　四国八十八ヶ所霊場で唯一の本尊、馬頭
観音は、馬が盛んに草を食べるように、人間
が持っている悪心や欲心、怒り、悩みをなく
してくれるという。それにちなんで、本堂右手
に建つ大師堂の隣には、実物大の２頭の馬
の像が立っている。

境　内歴史・全体像

第
70
番 

本
山
寺 

●

▶

 

第
71
番 

弥
谷
寺

第70番
しっぽうざん　じほういん　もとやまじ

弘法大師による「一夜建立」の寺

御詠歌／本山に誰か植えける花な
れや春こそ手折れ手向けにぞなる
本尊／馬頭観世音菩薩
真言／おん あみりとう どはんば う
ん ぱった そわか
宗派／高野山真言宗
開基／弘法大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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仁王門から境内全体を見渡すことができる

➡

納経所

本堂

大師
堂

大門

門

仁王門

Ｐ

鐘

五重塔

鎮
守
堂
手水舎

ふれあいパークみの

弥谷寺のふもとにある道の駅。
駅内にある「天然いやだに温
泉大師の湯」は手ぶらで立ち
寄れる手軽さが人気。毎日お湯
を完全入れ替えし衛生的。広々
とした浴槽でゆったりとくつろげ
る。プール利用の場合は、水着
と水泳帽子の持参が必要。アス
レチック公園も隣接しており、家
族で1日遊べるスポットだ。

香川県三豊市三野町大見乙74
0875・72・2601
10：00～23：30（入浴・プール）
第2水曜休
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大師堂の中に納経所と獅子の岩屋がある

弥谷寺 剣五山
千手院 

阿弥陀三尊磨崖仏史跡曼荼羅寺道

大師堂から本堂に向かい石段
を上る途中に見られる、岩壁に
浮き彫りにされた磨崖仏。像高
約1mにも及ぶ阿弥陀三尊で、
大師が刻んだものと伝えられて
いる。舟形光背に包まれたその
表情はとても柔和だ。念仏を捧
げると未来に極楽往生が約束
されるともいわれており、厳か
な気持ちにさせてくれる。

獅子の岩屋

大師堂の本尊の裏にある奥の
院「獅子の岩屋」は、弘法大師
が7歳の頃に学問に励み、再び
入山した時に真言密教の修行
をした場所と伝えられている。
ここには、獅子が口を開いた形
の岩窟があり、中には、厄除大
師（四十二歳御姿）と佐伯善
通卿（父君）、玉依御前（母君）
など、数 の々仏像が安置されて
いる。

弥谷寺と72番札所曼荼羅寺を
結ぶ遍路道は曼荼羅寺道と呼
ばれ、平成26年10月6日、国指
定史跡讃岐遍路道に追加指定
された。弥谷寺への石段を上っ
た分岐のあたりから善通寺市
碑殿町の蛇谷池の堤までの区
間は、約0.9kmの山間部を通る
未舗装の道で、江戸時代や明
治時代の地形図などと比較し
てもほとんど変わらない姿を留
めていることがわかる。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

第71番 弥谷寺 
●香川県三豊市三野町大見乙70    
☎0875-72-3446 
●宿坊／なし

第72番 曼荼羅寺 
●香川県善通寺市吉原町1380-1    
☎0877-63-0072 
●宿坊／なし

　古より「仏の山」として信仰されてきた弥谷
山。天然痘の流行を鎮めるため行基が堂宇を
建立し、聖武天皇の勅願により「大方広仏華厳
経」を奉納したのが始まりとされる。遥か八国ま
で見渡せたことから、蓮華院八国寺と名付けら
れた。後に弘法大師が７歳の時、この山を訪
れ、獅子の岩屋で苦行した。大同２年（８０７）、
再び大師が修行したところ、天より剣が５本降
り、金剛蔵王権現のお告げを聞いた。大師は千
手観音を刻んで安置し、伽藍を再興。その際に
山号を剣五山に、寺名を弥谷寺に改めたとい
う。戦国時代に一度焼失。現在の寺は慶長５年
（１６００）に再興されたものである。

　仁王門をくぐって勾配の急な石段をひた
すら上る。納経所のある大師堂までは２６２
段＋１０８段で、合計３７０段もある。
　石段の脇には、地蔵尊や五輪塔があちこ
ちに置かれている。大師堂は岩山に取り込ま
れたかのように建っており、そこからさらに１７
０段上がったところに本堂が佇んでいる。こ
ちらも大師堂と同じく、まるで岩壁を削って
建っているかのようである。
　途中、岩壁に阿弥陀三尊などの仏が浮き
彫りにされている磨崖仏を数多く見ることが
でき、霊気漂う山であることをうかがわせる。

境　内歴史・全体像

第
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番 

弥
谷
寺 

●

▶

 

第
72
番 

曼
荼
羅
寺

第71番
けんござん　せんじゅいん　いやだにじ

５４０もの石段は遍路有数の難所

御詠歌／悪人と行き連れなんも弥谷
寺ただかりそめも善き友ぞよき
本尊／千手観世音菩薩
真言／おん ばざら たらま きりく
宗派／真言宗善通寺派
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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2017年3月作成

➡

弥谷寺から曼荼羅寺までの遍路道のうち、
史跡指定は三豊市三野町大見から善通寺
市碑殿町蛇谷の区間
0877・63・6328（善通寺市生涯学習課）

大師堂

Ｐ

鐘
願掛
地蔵

多宝塔

阿弥陀三尊
磨崖仏

獅
子
の
岩
屋

手水舎

本堂

仁王門

納経所

背後の岩壁からせり出すように建つ本堂
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讃岐遍路道（曼荼羅寺道）

讃岐遍路道（曼荼羅寺道）
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へんろ石（道標）へんろ石（道標）

第71番　弥谷寺　　第72番　曼荼羅寺

4.1km

信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

縮尺= 1：10,000 500m0
「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図(国土基本情報)
電子国土基本図(地図情報)及び数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」

西行庵西行庵

緑信園緑信園

　※赤い点線は遍路道の一例です

ふれあいパークみの 0875-72-26011

へんろみち周辺の宿泊施設

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



大師が学んだ曼荼羅世界が広がる本堂

曼荼羅寺 我拝師山 
延命院

緑信園西行庵

曼荼羅寺駐車場横にあるお接
待所。冬は熱い煎茶、夏は甘く
て冷たいグリーンティーが無料
で頂ける。高瀬町の茶葉を使
用し、グリーンティーはなんと自
家製。心のこもったお茶を味わ
えば、疲れも取れるというもの。
ベンチもあり、お遍路さんにとっ
てありがたい休憩所だ。お土産
に手頃な新茶なども販売して
いる。

笠松大師

平成14年（2002）の春に松く
い虫のために枯死した、樹齢
1200年の老松、通称「笠松」の
幹の部分を使い、香川名物の
一刀彫りで作られた弘法大師
の像。笠松は菅笠を二つすっ
ぽり伏せたような形だったた
め、そう呼ばれていた。古くは寺
号を改めた記念に、弘法大師
が手植えしたという伝説が残っ
ている。

西行は、保元の乱（1156）に敗
れ讃岐に流されて憤死した崇
徳上皇の霊を慰めるため、弘法
大師生誕の地である讃岐を訪
れ滞在していた。善通寺西方
の丘陵に結んだ「西行庵」か
ら、しばしば曼荼羅寺を訪れて
いたという。また、善通寺近くに
も「玉泉院西行庵」を結び、そこ
には『山家集』に詠んだ松の
切り株が残っている。

沿線の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

香川県善通寺市吉原町
0877・63・6315（善通寺市商工観光課）

第72番 曼荼羅寺 
●香川県善通寺市吉原町1380-1    
☎0877-63-0072 
●宿坊／なし

第73番 出釋迦寺
●香川県善通寺市吉原町1091    
☎0877-63-0073 
●宿坊／なし

　推古４年（５９６）、弘法大師の先祖である佐
伯家を祀る寺として世坂寺が建立された。その
後、大同２年（８０７）に、唐から帰国した弘法
大師は母の仏果菩提を祈るためにこの寺を訪
れ、青龍寺を模した伽藍を建てた。大日如来を
刻んで本尊とし、さらに唐から持ち帰った金剛
界と胎蔵界の曼荼羅も安置したことから、寺号
を曼荼羅寺と改めたといわれる。
　また、平安末期の歌人･西行法師が、讃岐に
流され憤死した崇徳上皇の霊を慰めるために、
弘法大師生誕の地である讃岐を訪れて滞在。
しばしば境内で休んでいたという話があり、西
行が詠んだ歌も残されている。

　仁王門をくぐり石橋を渡ると、左には大師
堂、目の前には本堂が見える。
　本堂の中は、真言密教の根本となる曼荼
羅の空間が広がっている。仏教の宇宙観を
具現化した曼荼羅は、大日如来を中心に輪
を描く仏の世界を表したもので、真ん中に大
日如来が安置されている。さらに天井には、
星座、法輪などが描かれた内陣と外陣の合
計３７０枚からなる格天井が、仏の荘厳な世
界を創り出している。また、駐車場の横には
お接待所の緑信園があり、香川県の茶どこ
ろ・三豊市高瀬町の香り豊かな茶葉で淹れ
た緑茶が無料で頂けるのがうれしい。

境　内歴史・全体像
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第
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番 

出
釋
迦
寺

第72番
がはいしざん　えんめいいん　まんだらじ

真言密教の根本を表す曼荼羅の寺

御詠歌／わずかにも曼荼羅おがむ人
はただふたたびみたびかえらざらまし
本尊／大日如来
真言／おん あびらうんけん ばざら 
だとばん
宗派／真言宗善通寺派
開基／弘法大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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境内では、時季になるとミカンなどの無人販売所が見られる

➡

☞

香川県善通寺市吉原町1380-1
0877・63・2395
7：00～17：00（季節により変更あり）
無休休

大師
堂

本堂 仁王門

Ｐ

Ｐ

池

鐘

観音堂

笠
松
大
師

堂
納経所

手水舎
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讃岐遍路道（曼荼羅寺道）
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へんろ石（道標）へんろ石（道標）

第72番　曼荼羅寺　　第73番　出釈迦寺

0.5km

信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

縮尺= 1：10,000 500m0
「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図(国土基本情報)
電子国土基本図(地図情報)及び数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」

西行庵西行庵

緑信園緑信園

ふれあいパークみの 0875-72-26011

へんろみち周辺の宿泊施設

　※赤い点線は遍路道の一例です

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



箒と巻物を彫刻した欄間がある本堂

出釋迦寺我拝師山 
求聞持院

柳の清水我拝師山（がはいしさん）

出釋迦寺境内から捨身ヶ嶽禅
定へ続く山道の途中にある湧
き水。日照りでも涸れることがな
いとか。昔、病に倒れた堺の庄
屋の娘が、お遍路さんの持って
いた「柳の清水」を飲むことに
より完治したという伝説がある。
今でも、この水で薬を飲むと病
気が治るといわれており、遠く
からも水を汲みに来る人が後
を絶たない。

奥之院遥拝所

我拝師山の頂上には大師が身
を投げた岩場がある奥之院、
捨身ヶ嶽禅定（しゃしんがたけ
ぜんじょう）が建っている。境内
から歩いて約40分もかかるた
め、登れない人は本堂横の階
段を少し上がったところにある
奥之院遥拝所を参拝する。ここ
で念仏を唱えれば、登ったのと
同じご利益が得られるそう。

標高481mの我拝師山。弘法大
師が身を投げ、西行法師も歩
いたといわれ、道沿いには石
仏が点在している。奥の院禅定
への山道は距離も長く、その斜
度は相当なもの。整備されてい
ない所もあるので、登山は体力
と時間に余裕のある人におす
すめ。写真は奥の院禅定から
見た捨身ヶ嶽の眺め。

沿線の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

香川県善通寺市吉原町
0877・63・0073（出釈迦寺）

第73番 出釋迦寺
●香川県善通寺市吉原町1091
☎0877-63-0073
●宿坊／なし

第74番 甲山寺
●香川県善通寺市弘田町1765-1    
☎0877-63-0074 
●宿坊／なし

　幼少の頃、弘法大師は八葉蓮華の中に座っ
て諸仏と語らう夢を頻繁に見ていた。そして７
歳の時、仏道に入って救世の大誓願を立てよ
うと倭斬濃山（わしのやま）の山頂に立った大
師は、「仏門に入って多くの人を救いたい。釈
迦如来よ、この願いが叶うなら現れたまえ。叶
わぬならば、一命を捨ててこの身を諸仏に捧
げる」と願をかけ、身を投げた。すると、釈迦如
来と天女が現れ、落下する大師を抱きとめ、
「一生成仏」の旨を告げた。感激した大師は、
後に釈迦如来の像を刻み、これを本尊として
出釋迦寺を造った。倭斬濃山は、この時に我拝
師山という名に改められ、頂上に奥之院が建
てられたという。

　標高４８１ｍの我拝師山を背に建つ出釋
迦寺。駐車場から山門の方を見上げると、全
長６.５ｍもの高さがある修行大師像が立っ
ている。
　石段を上り、平成20年（２００８）春に改
修されて新しくなった山門をくぐると、こぢん
まりとした境内に本堂と大師堂が軒続きで
並ぶ。
　大師堂に向かって右側には、求聞持大師
の像が鎮座していて、弘法大師が虚空蔵菩
薩の真言を百万回唱え、求聞持の法を修行
する姿を表している。大師像は各地にいくつ
もあるが、この姿をした大師像があるのは出
釋迦寺のみである。

境　内歴史・全体像
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がはいしざん　ぐもんじいん　しゅっしゃかじ

弘法大師が仏道入りを決意した寺

御詠歌／迷いぬる六道衆生救わん
と尊き山にいずる釋迦寺
本尊／釈迦如来
真言／のうまく さんまんだ ぼだな
ん ばく
宗派／真言宗御室派
開基／弘法大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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2017年3月作成

本堂、大師堂、納経所がまとまって建っている

➡
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香川県善通寺市吉原町
0877・63・0073（出釈迦寺）

大師
堂

本堂

山門

Ｐ

奥之院遥拝所

地蔵堂

求聞持大師

納経所

手水舎
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市営野球場市営野球場
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善通寺五岳の里
市民集いの丘公園
善通寺五岳の里
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観智院観智院
かんちいんかんちいん

善通寺御影堂善通寺御影堂
みえどうみえどう

マルナカマルナカ

吉原ボランティア公園吉原ボランティア公園

第73番　出釈迦寺　　第74番　甲山寺

3.8km

信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

縮尺= 1：10,000 500m0

　※赤い点線は遍路道の一例です

善通寺グランドホテル

魚勘旅館

0877-63-2111

0877-62-0585

1

2

へんろみち周辺の宿泊施設
「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地図情報)及び数
値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



短い石段の上に、山の威厳を背負う本堂

甲山寺医王山
多宝院

岩窟の毘沙門天「善通寺五岳の里」
市民集いの丘公園

岩窟のお堂に安置された、弘
法大師が石を割って刻んだと
いう毘沙門天。甲山寺建立の
きっかけを作ったという不思議
な翁がこの岩窟から姿を現し、
大師に暗示を与えたという。数
年前までは大師堂の隣でひっ
そりと口を開けていたが、現在
は周囲を改修して、山門からで
もはっきりと毘沙門天堂を見る
ことができる。

子安地蔵尊

大師堂へ続く石段の横に祀ら
れているお地蔵様で、側に「あ
りがたや めぐみもふかき血をわ
けて 家のよつぎを守るみ仏」と
ある。子どもに恵まれない女性
がお参りし、前掛けを持ち帰っ
たところ懐妊し、お礼に新しい
前掛けを作ってお供えしたとい
う話から、子どもを授かる地蔵
として参拝者が絶えない。

善通寺自慢の五岳山を背景
に、約４haもの緩やかな丘陵地
が広がる広大な公園。園内は四
季折 の々花 や々木 で々彩られて
おり、「さくら街道」で花見を楽
しんだり、芝生の「はらっぱ広
場」でお弁当を広げたりもでき
る。自然に親しむ各種イベントや
体験教室なども頻繁に開催さ
れ、市民をはじめ多くの人々が
集い楽しむ場所となっている。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

香川県善通寺市吉原町918-1
0877・63・8753（「善通寺五岳の里」
市民集いの丘公園管理室）
９:00～17:00（7～9月は～18:00）
火曜
無料

第74番 甲山寺
●香川県善通寺市弘田町1765-1
☎0877-63-0074
●宿坊／なし

第75番 善通寺
●香川県善通寺市善通寺町3-3-1  
☎0877-62-0111
●宿坊／あり（要予約）

　平安時代初期、善通寺と曼荼羅寺の間に寺
を建立しようと霊地を探していた弘法大師は、
甲山の麓で一人の翁に出会った。翁は「私は
昔からこの地に住み、人 に々仏の教えを広め、
人 に々幸福と利益を与えてきた聖者である」と
言い、この地で寺を建立するよう告げたという。
大師はすぐに毘沙門天像を彫り、山の岩窟に
安置した。
　その後、巨大なため池である満濃池が決壊。
大師は朝廷から満濃池造りの別当に任命さ
れ、工事を指揮し、わずか３ヶ月で完成させた
という。朝廷から報奨金を賜った大師は、工事
の無事を祈願して刻んだ薬師如来を本尊とし
て堂宇を建立、寺号を甲山寺とした。

　境内はそれほど広くはないが、山門の正
面に建つ本堂の背後には甲山がそびえ、圧
倒される。
　本堂に安置されている薬師如来像は檜
の一木造りで、重厚で力強い姿を見せてい
る。本堂の左側の石段を上ったところには大
師堂があり、中には黒衣をまとった大師像が
建っている。大師堂の左側には毘沙門天像
を安置している岩窟があり、周りはいかにも
霊地らしい雰囲気が漂う。
　また、岩窟の脇には甲山の山道が続き、江
戸時代に開かれたという西国三十三ヶ所の
札所や子どもの広場などを巡るトリムコース
に続いている。

境　内歴史・全体像
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番 

善
通
寺

第74番
いおうざん　たほういん　こうやまじ

満濃池治水の成功を祈願した寺

御詠歌／十二神味方に持てる戦に
は己れと心かぶと山かな
本尊／薬師如来
真言／おん ころころ せんだり まと
うぎ そわか
宗派／真言宗善通寺派
開基／弘法大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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白壁に囲まれた境内には、霊地らしい清浄な空気が流れる
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第74番　甲山寺　　第75番　善通寺

3.8km

信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

縮尺= 1：10,000 500m0

　※赤い点線は遍路道の一例です

善通寺グランドホテル

魚勘旅館

0877-63-2111

0877-62-0585

1

2

へんろみち周辺の宿泊施設
「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地図情報)及び
数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



拝殿、中殿、供養殿、奥殿を有する御影堂

善通寺五岳山
誕生院

乃木館 戒壇めぐり

明治時代、旧軍第11師団司令
部があった場所に建てられた
ルネッサンス様式の建築。初
代師団長を務めた乃木将軍以
下、歴代の師団長が実際に執
務をしていた部屋があり、各将
軍にまつわる品を展示。特に、
日露戦争で活躍した乃木将軍
の写真「水師営の会見」は歴
史的なひとコマ。海軍や旧陸軍
の資料展示室もある。

御影の池

御影堂の前に弘法大師と両親
の像を祀った小さな池がある。
大師が唐への留学を前に京よ
り帰宅した時、名残を惜しむ
母・玉寄御前に贈るために、自
分の姿をこの池に映して自画
像を描いたといわれている。池
の前には、かつてこの池を覆っ
ていた松の枯木が「御影の松」
として保存されている。

御影堂の地下にある約100m
の通路。いったん中に入ると静
寂と暗闇に包まれ、まるで胎内
にいるかのよう。闇の中を壁づ
たいに歩いていく。「悪行のあ
る者は出られない」といわれる
が、大師を慕い、精進して歩け
ば、いずれは大師が明るい灯
をともしてくれる。宝物館の拝
観と合わせて大人500円。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

第75番 善通寺
●香川県善通寺市善通寺町3-3-1    
☎0877-62-0111 
●宿坊／あり（要予約）

第76番 金倉寺
●香川県善通寺市金蔵寺町1160 
☎0877-62-0845
●宿坊／なし

　真言宗善通寺派の総本山・善通寺は高野
山、東寺とともに大師三大霊跡の一つに数えら
れ、弘法大師誕生の地でもある。創建は大同２
年（８０７）、唐から帰国した弘法大師が生まれ
故郷に真言密教の根本道場を建立したのが
始まり。讃岐の豪族だった父・佐伯直田公善通
から荘田を貰い受けた弘法大師は、この地に
インドの八大仏跡の土砂を撒き、唐の青龍寺
伽藍の雰囲気を再現しようとした。弘仁４年（８
１３）に金堂（本堂）などの七堂伽藍が完成。大
師は本尊として薬師如来像を刻んだが、現在、
金堂には運長作の薬師如来坐像が安置され
ており、大師が刻んだものは胎内仏として祀ら
れている。

　４万５０００㎡もの広さを誇る境内は、「伽
藍」と呼ばれる東院と、「誕生院」と呼ばれる
西院に分かれる。東院は、創建以来の寺域
であり、金堂と呼ばれる本堂や、五重塔、釈
迦堂などが建っている。
　東院から参道を通って、仁王門をくぐると
西院に入る。西院は、大師が誕生された佐
伯家の邸宅跡にあたり、拝殿、中殿、供養
殿、奥殿を有する御影堂（大師堂）が佇ん
でいる。大師は奥殿のある場所で誕生した
と伝えられている。
　御影堂の近くにある宝物館では、重要文
化財に指定されている吉祥天立像や、地蔵
菩薩立像などの多くの寺宝を拝観できる。

境　内歴史・全体像
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第75番
ごがくさん　たんじょういん　ぜんつうじ

大師が誕生した善通寺派の総本山

御詠歌／我れ住まばよも消え果てじ
善通寺深き誓いの法のともし火
本尊／薬師如来
真言／おん ころころ せんだり まと
うぎ そわか
宗派／真言宗善通寺派
開基／弘法大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー
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金堂上層部に掲げられた「大宝楼閣陀羅尼」の筆跡が美しい

➡

香川県善通寺市南町2-1-1
善通寺から南東に約1.2km
0877・62・2311（善通寺駐屯地広報）
見学時間9：00～12：00、13：00～16：00
水曜
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本堂入り口でお守りなどを授与している

金倉寺鶏足山
宝幢院

訶利帝堂（かりていどう）

本堂の隣に建つ、訶利帝母尊
を祀ったお堂。金倉寺で生まれ
た智証大師は霊感が強く、今
でいう大霊能者であった。大師
が5歳の時、目の前に訶利帝母
尊が現れ、大師への衛護を伝
えたといわれる。訶利帝母尊と
は鬼子母神のことで、500人の
子を持ちながら人の子をさらっ
て食べていたが、改心し後に
仏となった。

大黒天像

境内に点在する七福神の中で
もひときわ目立つ金色の大黒
天で、本堂の前に置かれてい
る。元はほかの像と同じく石肌
をあらわにしていた。おみくじ
に付いている1.5㎝角の金箔
を、願いを唱えながら像に貼る
とご利益があるということから、
多くの人の願いを受け止めて、
石造りの像は今やきらきらと輝
いている。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

第76番 金倉寺
●香川県善通寺市金蔵寺町1160 
☎0877-62-0845
●宿坊／なし

第77番 道隆寺
●香川県仲多度郡多度津町北鴨1-3-30    
☎0877-32-3577 
●宿坊／なし

　天台寺門宗の宗祖・智証大師円珍が誕生し
た地として知られる。善通寺より半世紀近く古
い宝亀５年（７７４）、智証大師の祖父にあたる
和気道善が一堂を建立、道善の子の宅成が道
善寺と名付けた。智証大師は唐から帰国した
後、故郷であるこの寺に滞在し、唐の青龍寺を
模した伽藍を造営。自ら刻んだ薬師如来を本
尊として安置した。その後、延長６年（９２８）、
醍醐天皇の勅命により、地元の郷名「金倉」を
とって金倉寺と改められた。
　また、明治31年（１８９８）から約３年間、善通
寺第十一師団長を務めていた乃木将軍が客
殿を仮住居としていた。今でも寺には将軍愛
用の品 が々残されている。

　最盛期には広大な境内に１３２坊を有し
ていたが、幾多の兵火によりすべて焼失。無
事だったのは、智証大師が唐へ渡る前に両
親に贈った自画像と本尊のみである。
　現在の本堂は昭和の時代に再建されたも
の。本堂を正面にして左を向くと大師堂があ
り、中には智証大師像とともに弘法大師の像
も安置されている。「大師」の称号を得ると
いうことは当時の最高の名誉で、智証大師
と弘法大師は「讃岐の五大師」に数えられ
ている。境内には、子授け・安産の神様とし
て「おかるてんさん」の愛称で親しまれてき
た訶利帝母尊（かりていもそん）の御堂や、
かわいらしい七福神の像もある。

境　内歴史・全体像
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番 

金
倉
寺 

●

▶

 

第
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番 

道
隆
寺

第76番
けいそくざん　ほうどういん　こんぞうじ

智証大師ゆかりの歴史ある寺

御詠歌／まことにも神仏僧をひらく
れば真言加持の不思議なりけり
本尊／薬師如来
真言／おん ころころ せんだり まと
うぎ そわか
宗派／天台寺門宗
開基／和気道善

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～
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盛衰を繰り返した境内だが、今はとてものどかな雰囲気

➡

仁王門

大師
堂

本堂

Ｐ

納
経
所

訶利帝堂
観音堂

鐘

大黒天像
ぐちきき
わらべ

手水舎

県立桃陵公園

多度津町の街並みと海が一望
できる小高い丘の上に広がる
公園で、春になると約2,500本
ものソメイヨシノが咲き乱れる
桜の名所。秋には萩、冬には椿
などで彩られる景観は、香川新
50景及び香川のみどり百選に
選定されている。展望台からは
瀬戸内海を見渡せ、四季それ
ぞれの童謡で時を告げるメロ
ディー時計の「カリヨン」は公
園のシンボル的存在。
香川県仲多度郡津町桃山
金倉寺から北西へ4.5Km
0877・33・1113（多度津町産業課）
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本堂左には、「びんずるさま」が鎮座

道隆寺桑多山
明王院

びんずるさま

真っ赤な姿が目をひく「びんず
るさま」は、釈迦の直弟子であ
り、自らも1000人ほどの弟子を
育てた羅漢の一人。「なで仏」
とも呼ばれ、病気の人が「びん
ずるさま」の像をなで、その手で
自分の悪いところをさすると、平
癒するといわれている。本堂入
り口の左側にあり、誰でも触れ
ることができる。

境内の見どころ沿線の見どころ 沿線の見どころ

第77番 道隆寺
●香川県仲多度郡多度津町北鴨1-3-30    
☎0877-32-3577 
●宿坊／なし

第78番 郷照寺
●香川県綾歌郡宇多津町1435 
☎0877-49-0710 
●宿坊／なし

　和銅５年（７１２）、当時の領主・和気道隆
が、夜ごと怪光を放つ桑の木で薬師如来の小
像を刻み、堂を建てて安置したのが始まり。道
隆の子・朝祐は、唐から帰国した弘法大師に
師事した。大師は自ら刻んだ薬師如来の胎内
に道隆の薬師如来を納め、本尊とした。一体の
像の中にもう一体の像があることから、この薬
師如来は腹ごもり薬師、二体薬師とも呼ばれ、
50年に一度開帳される秘仏となっている。ま
た、「眼なおし薬師さま」とも呼ばれ、全国から
眼病平癒祈願の信者が訪れる。その由来には、
幼少の頃に盲目だった丸亀京極藩の京極左
馬造公がこの薬師如来に祈願したところ、全快
したという話が残る。

　かつては広大な寺域を誇ったが幾多の
戦禍に遭い、現在の諸堂は江戸時代に歴代
住職の尽力によって再建されたものである。
県道沿いに本堂、大師堂、鐘楼、多宝塔など
の伽藍が配置されているが、３００ｍほど離
れた畑の中には本坊と護摩堂が残ってい
る。参道沿いには、２５５体の観音像がずらり
と並んでいる。
本堂に向かって右手にある大師堂は寛永７
年（１６３０）に建立したもの。堂の前には、弘
法大師と衛門三郎の像がある。納経所は本
堂に向かって左側、参道から少しそれたとこ
ろにある。本堂を左にまわって歩くと、潜徳院
殿堂（せんとくいんでんどう）が見える。
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第77番
そうたざん　みょうおういん　どうりゅうじ

眼なおしの秘仏「二体薬師」の寺

御詠歌／願いをば仏道隆に入りはて
て菩提の月を見まくほしさに
本尊／薬師如来
真言／おん ころころ せんだり まと
うぎ そわか
宗派／真言宗醍醐派
開基／和気道隆

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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参道沿いから本堂脇、裏まで観音像がずらりと並ぶ

➡
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寿老人堂
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潜徳院
殿堂

手水舎

丸亀城

慶長2年（1597）に高松城の支
城として生駒親正が築城を始
め、5年後に完成、元和元年
（1615）の一国一城令により廃
城となったが、寛永1 8年
（1641）に山﨑家治が再建、万
治3年（1660）に京極高和が
現在の天守を完成させた。「石
垣の城」とも称され、美しい石
垣は高さ日本一。風格の漂う三
層三階の天守は現存木造12
天守のひとつとしても知られる。
香川県丸亀市一番丁
0877・22・0331（丸亀市観光協会）
見学自由
無休
大人200円、小人（中学生以下）100円、
20人以上の団体は2割引

休
料

中津万象園・丸亀美術館

丸亀藩京極家の二代目藩主京
極高豊が築いた、約1万5000
坪の池泉回遊式大名庭園。八
景池に配した8つの島や茅葺き
屋根の母屋などが雅な風景
だ。｢味処 懐風亭｣からも風情
を楽しめる。園内にある｢丸亀
美術館｣には、フランス絵画を
常設する絵画館、古代オリエン
トの陶器を展示した陶器館が
あり、見どころ満載。

香川県丸亀市中津町25-1
金倉寺から県道33号線経由、北方向に約4.3km
0877・23・6326
9：30～17：00
水曜
中津万象園：入園料大人700円、
絵画館：大人500円

休
料
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第77番　道隆寺　　第78番　郷照寺

7.2km　※赤い点線は遍路道の一例です
信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

縮尺= 1：13,000 500m0

A地点

A地点

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地図情報)及び数
値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」

香川県ホテル旅館生活衛生同業組合

丸亀市観光協会

087-851-2661

0877-22-0331

1

2

へんろみち周辺の宿泊施設の案内

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



本堂は二層屋根で霊場では珍しい奈良様式

郷照寺仏光山
広徳院

瀬戸大橋を望む風景宇多津 古街(co-machi)

境内から一番間近に瀬戸大橋
が眺められる霊場がここ。境内
北側からは、吊り橋の南備讃瀬
戸大橋がよく見え、天気のいい
日には塩飽（しわく）諸島を見
ることもできる。この瀬戸大橋を
望むポイントのほか、池の周囲
に様 な々樹木が植えられた庭
園など、境内には記念撮影に
最適なスポットが点在する。

庚申堂

民間信仰の「庚申信仰」を伝え
るお堂で、本尊は6本の手を持
つ青面金剛。庚申信仰は、人間
の体の中にいる「三尸」という
霊が庚申の夜、眠っている間に
体から抜け出て天に昇り、天帝
にその人の罪状を告げるという
もの。そのため庚申の夜は人々
が庚申堂に集まり、眠らず語り
明かすという風習があった。

室町幕府３代将軍足利義満を
補佐した管領・細川頼之が居
を構え、中世以降は港町、塩の
町として繁栄した宇多津。町役
場の南側一帯は「古街(こま
ち)」と呼ばれ、由緒ある神社仏
閣や町家、洋館などが建ち並
ぶノスタルジックエリア。界隈
の道路はエリアの雰囲気に合
わせて燻しレンガを使って整
備されており、起伏もなく散策
に適している。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

香川県綾歌郡宇多津町
0877・49・8009（宇多津町まちづくり課）

第78番 郷照寺
●香川県綾歌郡宇多津町1435 
☎0877-49-0710 
●宿坊／なし

第79番 天皇寺 
●香川県坂出市西庄町1713-2
☎0877-46-3508 
●宿坊／なし

　宇多津町の南、青ノ山のふもとの高台に建
ち、境内からは臨海に広がる宇多津の町と瀬
戸大橋を望む。奈良時代、行基が「道場寺」の
名で開創した古刹で、後に弘法大師が42歳の
時、自作の尊像を刻み、厄除けの誓願をしたこ
とから「厄除けうたづ大師」として信仰を集め
ている。その後、時宗の開祖である一遍上人に
より中興され、室町時代には守護大名の庇護
を得て栄えたが、長宗我部軍の兵火により伽
藍を焼失。江戸時代に入り、高松藩主松平頼
重により再興された。その際、宗派を真言宗とと
もに一遍上人を偲んで時宗も奉持することにし
た、四国霊場中、唯一の特別霊場となる。

　本堂は江戸初期に再興されたもので、二
層になった屋根の形が特徴。これは東大寺
など、奈良の寺院によく見られる奈良様式の
造りで、霊場の中でも珍しい。
　本堂脇の石段を上ったところに大師堂が
あり、厄除け祈願に訪れる人が絶えない。
　参道脇には地下のお堂に信者が寄進し
た１万体以上の観音像を納めた万体観音堂
がある。
　そのほか、県内では珍しい庚申堂や、女性
の守り神である淡島明神堂、本坊の裏手に
ある池泉観賞式の庭園など、見どころも多く、
宗派を越えて信仰を集めている寺院である。
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瀬戸大橋を望む厄除けの寺

御詠歌／踊りはね念仏申す道場寺
拍子をそろえ鉦を打つなり
本尊／阿弥陀如来
真言／おん あみりた ていせい から
うん
宗派／真言宗・時宗
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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見どころの多い境内はゆっくりと散策したい
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てんのうじてんのうじ

J R 予讃線

100

100

50

200

新開
金山

南条

八十場

庄

笠
指
町

元
町
（
一
）

京
町
（
一
）

駒
止
町
（
一
）

京
町
（
三
）

元
町
（
三
）

旭
町
（
一
）

横
津
町
（
二
）

谷
町
（
一
）

谷
町
（
二
）

室
町
（
二
）

旭
町
（
三
）

西
庄
町

坂
出
市

金山小学校金山小学校

谷
町
（
三
）

第78番　郷照寺　　第79番　天皇寺

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図(国土基本情報)
電子国土基本図(地図情報)及び数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」

5.9km　※赤い点線は遍路道の一例です

信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

縮尺= 1：11,000 500m0

A地点

A地点

寿美久満

旅館公楽

ビジネスホテルうたづ

川久米旅館

旅館みき

ビジネスホテル三中井

0877-49-0358

0877-49-0334

0877-49-4146

0877-46-2119

0877-46-5441

0877-45-2209
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へんろみち周辺の宿泊施設

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



朱塗りの鳥居から広々とした境内に入る

天皇寺金華山
高照院

おへんろの駅こくぶ 三輪鳥居

お遍路さんや地元の人 に々愛
されている接待所。日替わり定
食（500円）は、旬の食材を
使った家庭料理で、そのボ
リュームも魅力。「てっぱい」
「マンバのけんちゃん」など讃
岐の郷土料理が並ぶこともあ
る。オーダー後に豆を挽いて淹
れるコーヒーも美味。5月にはう
どんの無料接待も行っている。

白峰宮

讃岐の地で崩御した崇徳上皇
ゆかりの神社。後嵯峨天皇が
崇徳上皇の御霊を慰めるため
に崇徳天皇社を建立し、明治
元年（1868）の神仏分離により
白峰宮となった。拝殿前には香
川県の保存木にもなっている
樹高26ｍ、樹齢約500年とみら
れる楠の大木がそびえ、御神木
として崇められている。

天皇寺境内には三輪鳥居をく
ぐり進む。この鳥居は嵯峨天皇
と空海により生み出された両部
神道を根本とする三輪神道を
象徴するため、正面鳥居から境
内へ入ることが重要とされる。
三輪鳥居は別名三口鳥居とい
われ、向かって右口は胎蔵界
を、左口は金剛界を、そして正
面口は天照大神を象徴する。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

第79番 天皇寺 
●香川県坂出市西庄町1713-2
☎0877-46-3508
●宿坊／なし

第80番 國分寺
●香川県高松市国分寺町国分2065 
☎087-874-0033
●宿坊／なし

　奈良時代に行基が金山中腹に建立した本
尊を薬師如来とする金山摩尼珠院は、弘仁6
年（815）に空海が新たに本尊十一面観音・阿
弥陀如来・愛染明王の三尊像を彫像して安置
し、金華山妙成就寺摩尼珠院として現在の地
で中興された。保元の乱（1156）の後に讃岐
へと移った崇徳天皇が守護仏として信仰した
阿弥陀如来と、天照大神御法楽仏は十一面観
音であるとする古からの信仰を縁に、境内に崇
徳天皇の霊を鎮める崇徳天皇社を建立、崇徳
天皇永代供養の詔を受けて天皇寺と呼ばれる
ようになった。明治時代の廃仏毀釈により境内
は寺院と神社に二分されたが、かつての神仏
習合思想は現在にもなお受け継がれている。

　境内正面には、俗世と霊地との結界を意
味する朱色の鳥居がそびえ立ち、その右手に
は天皇寺を示す大きな石碑が建つ。鳥居の
先には広大な境内が広がり、真正面に見え
る崇徳天皇社は、明治時代に崇徳天皇御魂
が京都白峰神社へ帰り、現在は天照大神と
金山権現を祀る白峰宮となっている。そして
左手には本堂と大師堂が配置されている。
　なお、崇徳天皇御法楽の役割を担う十一
面観音は、金剛界説法と胎蔵界説法を用い
て衆生救済をするとの発心のため、本堂正
面（金剛界説法）と本堂背面（胎蔵界説法）
を拝むことが習いとされる。

境　内歴史・全体像
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第79番
きんかざん　こうしょういん　てんのうじ

三輪神道により構築された神仏習合境内

御詠歌／十楽の浮世の中をたずぬ
べし天皇さえもさすらいぞある
本尊／十一面観世音菩薩
真言／おん まか きゃろにきゃ そわ
か
宗派／真言宗御室派
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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本堂は江戸時代に再建されたもの
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第79番　天皇寺　　第80番　國分寺

信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

縮尺= 1：20,000 1000m0

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図(国土基本情報)
電子国土基本図(地図情報)及び数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」

6.9km　※赤い点線は遍路道の一例です

城山温泉

えびすや旅館

0877-48-0211

087-874-0567

1

2

へんろみち周辺の宿泊施設

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



鎌倉時代に再建された入母屋造りの本堂

國分寺 白牛山
千手院

讃岐国分寺跡資料館五色台温泉

讃岐国分寺跡は聖武天皇によ
り全国に建立された官営僧寺
跡の一つ。現國分寺を含む東
西330ｍ、南北240ｍが国指定
の特別史跡。資料館では発掘
調査での出土品や国分寺金堂
模型を展示。館の西側は史跡
公園として整備され、一部復元
した僧房跡や10分の1サイズ
の伽藍配置模型を設置し、創
建当時を垣間見られる。

梵鐘

創建から近い時期に鋳造され
た銅鐘は四国最古級といわ
れ、国の重要文化財。昔、百々
渕にいた大蛇がかぶっていた
ものを、弓の名人が退治し寺に
寄進したという伝説を持つ。ま
た、生駒一正が高松城に持ち
帰ったが、鐘は鳴らず、悪病が
流行。毎夜、鐘が夢に「いぬ
（帰る）、いぬ」と現れ、慌てて
返したという話もある。

周囲を深い緑に囲まれた、知る
人ぞ知る秘湯。足湯に浸かりな
がら、同時に森林浴気分も味
わえる情緒豊かな癒しスポット
だ。足湯の後の足裏マッサージ
もあるので、旅の疲れをじっくり
癒すのに最適。療養泉として評
判の温泉水は販売もされてい
る。瀬戸内を望む景勝地のひと
つである五色台のふもとで、季
節ごとの自然を楽しみながら過
ごしたい。

沿線の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

第80番 國分寺
●香川県高松市国分寺町国分2065   
☎087-874-0033 
●宿坊／なし

第81番 白峯寺
●香川県坂出市青海町2635 
☎0877-47-0305
●宿坊／あり（団体のみ宿泊可能）

　天平13年（７４１）、聖武天皇の勅願により
全国に建立された国分寺の一つ。行基が十一
面千手観世音菩薩像を安置して開基した。そ
の後、弘法大師が本尊や伽藍を補修し、霊場
に定めた。当時は東西２２０ｍ、南北２４０ｍの
広大な寺域をもち、金堂や鐘楼、七重塔、僧房
などが建ち並ぶ大寺院であった。戦国時代に
は兵火にかかり、本堂と鐘楼を残して焼失。後
に讃岐国守の生駒家や高松藩主松平家に
よって庇護された。境内には、国の重要文化財
に指定された入母屋造りの本堂や国の特別
史跡指定の理由となった旧金堂の礎石があ
り、往時の隆盛を今に伝える。北東２㎞の場所
には国分尼寺跡（現法華寺）がある。

　ＪＲ予讃線「国分駅」から歩いて３分ほ
ど。見事な枝ぶりの松に迎えられ、仁王門を
くぐると、参道の両側には八十八ヶ所本尊の
石仏が並んでいる。
　正面に佇むのは鎌倉中期の建築で、国指
定の重要文化財である本堂。欅の一木造り
の本尊は、60年に一度開帳される。本堂に
向かって右手には多宝塔形式の大師堂が
見える。大師堂は中門をくぐり、塀の向こうの
拝殿（納経所）からお参りする。
　境内には地蔵堂や閻魔堂、縁結社など
様 な々お堂や社が点在。松盆栽で知られる
土地柄からか、高さ20ｍを超すクロマツな
どの立派な松が目を楽しませてくれる。

境　内歴史・全体像
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第80番
はくぎゅうざん　せんじゅいん　こくぶんじ

千年の歴史を伝える讃岐国分寺

御詠歌／国を分け野山をしのぎ
寺々にまいれる人を助けましませ
本尊／十一面千手観世音菩薩
真言／おん ばざら たらま きりく
宗派／真言宗御室派
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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境内には見事な枝振りの松が生い茂っている

➡

香川県高松市国分寺町国分2177-1
087・874・8840
9：00～16：30
月曜（祝日の場合は翌日）
史跡整備地は見学自由、
資料館は大人100円
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長い石段を上りきった先に現れる本堂

白峯寺綾松山
洞林院

休暇村 讃岐五色台山のお旅所
白峰パークセンター

瀬戸内海と瀬戸大橋が一望で
きる高台に位置する休暇村。特
に夕暮れの景色は格別だ。瀬
戸内の新鮮な魚介類をふんだ
んに使った料理が自慢のレスト
ランや、眺望抜群の展望大浴
場など、施設も充実。丁寧な
サービスでゆったりとくつろげ
る。お遍路さんプラン1泊2食付
8,020円～（土曜、休前日は
+1,080円）。

頓証寺殿（とんしょうじでん）

祟徳上皇の御廟所。中央に上
皇の尊霊、向かって左は相模
坊大権現、右は御念持仏十一
面観世音を祀る。参道左手に
は西行法師の像と歌碑が建
つ。江戸時代、上田秋成が書
いた『雨月物語』の第一章「白
峯」には、この地で西行が上皇
の怨霊と論戦を繰り広げ、詠歌
と読経により霊を鎮めた話が書
かれている。

白峯寺へと続く参道入り口に
位置する。1階は各種会合やイ
ベント開催などに利用できる展
示室、2階は「山のお旅所」とし
て各種観光案内と軽食を提
供。お遍路さんや観光客の憩
いの空間となっている。屋上か
らは美しい瀬戸内海や瀬戸大
橋の眺望が楽しめ、絶好の撮
影ポイントとしても好評だ。展
示室の利用は坂出市観光協
会（0877-35-8428）へ。

沿線の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

香川県坂出市高屋町2042-255
0877・47・4135
9：00～16：00
月・火曜
使用料無料

休

第81番 白峯寺
●香川県坂出市青海町2635   
☎0877-47-0305 
●宿坊／あり（団体のみ宿泊可能）

第82番 根香寺
●香川県高松市中山町1506 
☎087-881-3329
●宿坊／なし

　５つの峰に五色の名がついた五色台の一
つ、標高３７７ｍの白峰山。弘仁６年（８１５）、
弘法大師が白峰に宝珠を埋めて井戸を掘り、
堂を建立。後にこの山上に霊光を見てやってき
た智証大師円珍は、白髪の老翁からここは霊
地だと告げられる。そこで、瀬戸内海を漂って
いた霊木で千手観音を刻み、本尊とした。老翁
は寺の鎮守、白峯大権現といわれている。保元
の乱で讃岐配流となった崇徳上皇は、現在の
坂出市内で９年間滞在され、この地で崩御。遺
体は荼毘に付され、山腹の白峯御陵に葬られ
たが、以後、都では変事が続き、後小松天皇は
このお堂に上皇の霊を祀る御廟所として頓証
寺殿の称号を贈った。

　門の左右に塀を連ねた「七棟門」といわ
れる山門をくぐると納経所と護摩堂があり、
本堂、大師堂は１００段近い石段を上った先
にある。石段脇には阿弥陀堂、行者堂、薬師
堂などの諸堂が並ぶ。本堂は讃岐国守の生
駒一正の再建によるものだ。
　本尊は智証大師作の千手観音で、人 を々
災難から救う「身代わり観音様」として信仰
されている。本堂に向かって右側に建つ大
師堂は、高松藩主松平頼儀が再建したも
の。上皇の悲話を伝える玉章木（たまずさの
き）や、上皇崩御の３年後、ここを訪れた西
行法師の像と歌碑もある。

境　内歴史・全体像

第
81
番 

白
峯
寺 

●

▶

 

第
82
番 

根
香
寺

第81番
りょうしょうざん　どうりんいん　しろみねじ

崇徳上皇の御陵と御廟所を持つ寺

御詠歌／霜さむく露白妙の寺のうち
御名を称うる法の声ごえ
本尊／千手観世音菩薩
真言／おん ばざら たらま きりく
宗派／真言宗御室派
開基／弘法大師、智証大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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料

香川県坂出市大屋冨町3042
白峯寺から北へ約11km
0877・47・0231
日帰り入浴11：00～16：00（湯の入替日は
13：00～）、売店7：00～21：00
無休
日帰り入浴大人410円

休
料

大師
堂

七棟門

本堂

鐘

阿弥陀堂

十三重石塔

頓証寺殿

白峯御陵

塔塔 Ｐ十十Ｐ

納経所
護摩堂鐘鐘

手水舎

白峰山の中腹を行く参道からは瀬戸内の景色を望むこともできる
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（標高 280ｍ）

（標高 365ｍ）

へんろ石（道標）へんろ石（道標）

下乗石下乗石

へんろ石（道標）へんろ石（道標）

足尾大明神足尾大明神

十九丁十九丁

ニューサンピア坂出ニューサンピア坂出

宿坊宿坊

閼伽井閼伽井

第81番　白峯寺　　第82番　根香寺

信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

縮尺= 1：15,000 1000m0

5.0km　※赤い点線は遍路道の一例です

喝破道場

ニューサンピア坂出

087-882-4022

0877-47-0531

1

2

へんろみち周辺の宿泊施設

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図
(国土基本情報)電子国土基本図(地図情報)及び数値地図(国土基本情報)電子国土
基本図(地名情報)を使用した。 （承認番号　平28情使、 第1132号）」

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



秋には本堂の周囲も紅葉に包まれる

根香寺青峰山
千手院

五大明王堂高松クレーターの湯 天然温泉きらら

弘法大師の開基にちなんだ五
大尊（五大明王）木像を安置
しているお堂。本堂へと向かう
参道の途中、納経所近くにあ
る。中央の不動明王像は寄木
造り玉眼入り古色塗の等身大
で、鎌倉時代の作。これを取り
囲む他の四明王は江戸時代の
作である。いずれも県の有形文
化財に指定されている。

牛鬼の像

この寺は「牛鬼伝説」でも知ら
れており、駐車場のそばには目
を見開いた形相の牛鬼像が建
つ。約400年前、青峰山に住む
牛鬼という怪物が人 を々苦しめ
ていた。弓の名手・山田蔵人高
清が本尊に願をかけ、見事、牛
鬼を射止め、切り取った角を寺
に奉納した。現在も寺には牛鬼
の角と絵姿が残っている。

約1500年前に隕石が衝突し
てできたという説もある高松ク
レーターの地下から湧出。毎分
270ℓの豊富な湯量が自慢。露
天風呂スペースには、揚子江
上流で切り出した一枚岩をくり
抜いたクレーター風呂や信楽
焼の壷風呂などがある。レスト
ランやリラクゼーションルーム
のほか、別棟には宿泊施設（別
途有料）も完備。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

香川県高松市一宮町800-1
83番一宮寺から北東へ約500m
087・815・6622
6：00～翌2：00
第3火曜（祝日の場合は営業）
大人700円

休

第82番 根香寺
●香川県高松市中山町1506    
☎087-881-3329 
●宿坊／なし

第83番 一宮寺
●香川県高松市一宮町607 
☎087-885-2301
●宿坊／なし

　五色台の青峰山中にあり、深い緑に包まれた
寺。入唐前の弘法大師が五色台の５つの峰に
金剛界曼荼羅の五智如来を感じ、五大明王を
祀って花蔵院を建立したのが始まり。その後、大
師の甥の智証大師が訪れ、山の鎮守である市
ノ瀬明神のお告げにより、霊木で千手観音像を
刻み、これを本尊として千手院を開いた。この２
院を総称して根香寺と号した。智証大師が本尊
を彫った霊木の切り株が芳香を放っていたこと
が寺の名の由来である。後の後白河上皇はこの
本尊を深く信仰、後に上皇の祈願所となり99の
末寺を持つ巨刹として栄えた。その後、兵火によ
り焼失。高松藩主松平頼重により再建された。

　仁王門から本堂までは一直線となってい
るが、いったん石段を下り、また上って到着
する。本堂へはコの字型の廻廊式前堂「万
体観音堂」を進む。堂内には信者が寄進し
た３万体余りの観音像が祀られている。本尊
の千手観音像は桜材の一木造りで、33年に
一度開帳される秘仏。朱塗りの大師堂は本
堂への参道の右手にあり、明治から大正に
かけて建てられたものだ。
　参道沿いや境内には楓の木が多く、シー
ズンには山全体が赤く染まるほど美しい。県
下有数の紅葉スポットとしても知られている。

境　内歴史・全体像
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第82番
あおみねざん　せんじゅいん　ねごろじ

牛鬼伝説の残る五色台山中の古刹

御詠歌／宵の間のたえふる霜の消え
ぬればあとこそ鉦の勤行の声
本尊／千手観世音菩薩
真言／おん ばざら たらま きりく 　
そわか
宗派／天台宗
開基／弘法大師、智証大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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境内には凜とした修験道場の趣が漂う
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信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

縮尺= 1：16,000 1000m0
「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図(国土基本情報)
電子国土基本図(地図情報)及び数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」

第82番　根香寺　　第83番　一宮寺

11.5km　※赤い点線は遍路道の一例です

百百家旅館 087-882-08741

へんろみち周辺の宿泊施設

A地点

A地点

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



本堂の木戸には千羽鶴。2年に1度、焚き上げられる

一宮寺神毫山
大宝院

玉藻公園特別名勝 栗林公園

水戸光圀の兄、松平頼重を藩
主に迎えてから11代に渡り松
平藩の居城だった高松城跡を
中心とした史跡公園。日本三大
水城の一つで、堀には海水が
引き込こまれている。月見櫓な
ど城の7棟が国の重要文化財
指定。また披雲閣は藩主が生
活する場所として建てられ、現
在の姿は大正時代に１２代当
主頼寿伯爵が再建したもので、
これも国の重要文化財。

薬師如来祠

クスノキの根元にある薬師如
来の小さな祠。この台座の下か
らは「地獄の釜」の音が聞こえ、
心がけの悪い人が頭を突っ込
むと石の扉が閉まり、抜けなくな
るという伝説がある。江戸時
代、近くに住む意地の悪いおタ
ネばあさんは頭が抜けなくな
り、これまでの行いを反省する
とようやく扉が開いたという。

紫雲山を背景に、その東麓に
広がる回遊式大名庭園で、国
指定の特別名勝。借景も含める
と東京ドーム約16個分もの広
さを誇り、6つの池と13の築山
を中心に構成されており、歩を
進めるごとに景色が変わりゆく
「一歩一景の美」が楽しめる名
園。国内はもとより、海外からも
高い評価を得ている。

沿線の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

香川県高松市栗林町1-20-16
087・833・7411
7：00～17：00（季節に応じて毎月変更）
無休
大人410円

休

第83番 一宮寺
●香川県高松市一宮町607 
☎087-885-2301
●宿坊／なし

第84番 屋島寺
●香川県高松市屋島東町1808  
☎087-841-9418 
●宿坊／なし

　寺の歴史は古く、飛鳥時代の大宝年間に義
淵僧正が創建したといわれている。当初は「大
宝院」と称した法相宗の寺であった。諸国に一
宮が建立された際、行基が堂宇を修築、讃岐
国一宮・田村神社の別当寺となり、寺号を一宮
寺と改めた。後に弘法大師が滞在し、聖観音像
を刻んで本尊として安置。この時、真言宗に改
宗した。戦国時代の兵火による焼失を経て、僧
の宥勢が再興。延宝７年（１６７９）には、高松
藩主松平頼重が田村神社と神仏分離させ、明
治の神仏分離令よりも２００年前に独立寺院と
なった。境内は田村神社と隣接しており、仁王
門は路地を挟んで田村神社と隣り合っている。

　寺は高松市郊外の閑静な住宅街の真ん
中にある。仁王門の真向かいには檀信徒に
よって再建された本堂があり、右側に大師
堂、その隣に平成18年（２００６）に落慶した
木造宝形造りの美しい護摩堂が建つ。その
前にある石灯籠は、京の名工・西村金造の
作。本尊の聖観音像は弘法大師の手による
ものといわれている。大師堂の天井には先
祖供養の灯籠がずらりと吊るされており、思
わず目を奪われる。
　本堂手前の参道脇にそびえる大きな楠の
下にはベンチも置かれ、地元の人たちが参
拝がてら集う場としても親しまれている。

境　内歴史・全体像
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番 

一
宮
寺 

●

▶

 

第
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番 

屋
島
寺

第83番
しんごうざん　たいほういん　いちのみやじ

田村神社と隣り合う閑静な霊場

御詠歌／さぬき一宮の御前に仰ぎき
て神の心をたれかしらいう
本尊／聖観世音菩薩
真言／おん あろりきゃ そわか
宗派／真言宗御室派
開基／義淵僧正

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に

歩
き
遍
路
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の

｢
四
国
遍
路｣
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礼
マッ
プ

2017年3月作成

住宅街に溶け込み、こぢんまりとした境内は閑静そのもの

➡

☞

料

香川県高松市玉藻町2-1
087・851・1521
西門日の出～日没、東門8：30～17：00
12/29～12/31
大人200円

休
料

薬師如来祠

一宮御陵
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大師
堂

護摩堂

仁王門

西門
本堂

納経所

宮御宮御
手水舎
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第83番　一宮寺　　第84番　屋島寺

信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

縮尺= 1：30,000 1000m0

14.1km　※赤い点線は遍路道の一例です

B地点A地点

B地
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香川県ホテル旅館生活衛生同業組合 087-851-26611

へんろみち周辺の宿泊施設の案内
※当エリアは宿泊施設多数あり

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



鎌倉時代後期の姿が復元された朱塗りの本堂

屋島寺南面山
千光院

四国村
（四国民家博物館・四国村ギャラリー） 蓑山大明神（みのやまだいみょうじん）

日本三大タヌキの一つ「太三
郎狸」を祀る神社。太三郎狸は
変化の術では日本一と称され、
弘法大師が屋島の麓で道に
迷った時に、蓑をかぶった老人
に変化して大師を山頂まで導
いたといわれる。また、太三郎
狸は一夫一妻の契りもかたい
とされ、夫婦円満、縁結び、子
宝、水商売の神としても信仰を
集める。

四国各地から移築復元された
古民家など、国や県などから指
定された重要文化財を含む33
棟の建造物を巡る野外博物
館。屋島山麓の豊かな自然と
花 に々囲まれて、四季を感じな
がら先人たちの知恵と工夫に
あふれた暮らしを感じることが
できる。ミニかずら橋や安藤忠
雄氏設計のギャラリーも人気。

沿線の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

香川県高松市屋島中町91
087・843・3111
8：30～17：00（11～3月は～16：30）
無休（メンテナンスのための臨時休業あり）
大人1,000円

休

第84番 屋島寺
●香川県高松市屋島東町1808  
☎087-841-9418 
●宿坊／なし

第85番 八栗寺 
●香川県高松市牟礼町牟礼3416   
☎087-845-9603 
●宿坊／なし

　日本に仏法の戒律を伝えるために来日した
唐の名僧・鑑真和上が天平勝宝５年（７５３）
に屋島山上北嶺に瑞光を見て、仏像やお経を
納めて開基したのが始まり。堂宇を建てた弟子
の恵雲律師が初代住職となる。その後に弘法
大師が嵯峨天皇の勅願により南嶺に伽藍を建
立して84番目の霊場として定め、屋島寺中興
の祖と仰がれた。登山はJR屋島駅・ことでん屋
島駅と屋島山上を往復するシャトルバス（１００
円均一）がある。遍路みちの登山道から上る場
合は、途中で「大師お加持水」「喰わずの梨」
など、大師ゆかりの霊蹟を見ることができる。

　標高約３００ｍの屋島山上にある屋島寺。
仁王門をくぐって阿波蜂須賀家寄進の四天
門を通り抜けると、その奥に鎌倉時代後期に
建てられた本堂がある。瓦葺きに朱塗りの柱
が特徴的なこの本堂は、昭和32年（１９５７）
から２年間をかけて修理されたものである。
本尊の十一面千手観世音菩薩、平家供養
の鐘と共に国の重要文化財に指定されてい
る。本尊は10世紀頃、藤原期初期に造られ
たもので、全身に漆を塗って金箔をおいた
榧（かや）の一木造りである。光背と御手が
当初のままに残されている貴重なものだ。宝
物館で拝観することができる。

境　内歴史・全体像
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第84番
なんめんざん　せんこういん　やしまじ

源平合戦に縁深い屋島山上の寺

御詠歌／梓弓屋島の宮に詣でつつ
祈りをかけて勇む武夫（もののふ）
本尊／十一面千手観世音菩薩
真言／おん ばざら たらま きりく
宗派／真言宗御室派
開基／鑑真和上

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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観光地・屋島の山上にあるため、観光客の参拝も多い

➡

料

仁王門

大師
堂

東門

四天門

納経所

本堂 Ｐ

鐘本坊
五
重
塔

熊野
大権現

宝
物
館

←展望台

蓑
山

大
明
神

栗山記念館

寛政の大儒、紫野栗山の功績
を伝える記念館。1階展示室に
は、栗山の遺品や直筆の書簡
などを保管。2階ホール奥には
栗山の尊像を安置。こちらで入
手できる「紫野栗山秘帳」には、
「学神」とまでいわれた栗山の
進学三喩を綴った巻物が入っ
ている。受験シーズンともなる
と、多くの若者たちが訪れる。

香川県高松市牟礼町牟礼3028
087・845・5996
10：00～16：00
月曜、祝日の翌日
（連休の休館日は要問合せ）
大人200円

休

料
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第84番　屋島寺　　第85番　八栗寺

縮尺= 1：14,000 1000m0

信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

5.4km　※赤い点線は遍路道の一例です

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図(国土基本情報)
電子国土基本図(地図情報)及び数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」

ささや旅館

讃岐屋 高柳旅館

岡田屋旅館

087-841-9533

087-845-1516

087-845-1594

1

2

3

へんろみち周辺の宿泊施設

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



大師堂横に十二支の仏像が祀られている

八栗寺五剣山 
観自在院

高松市石の民俗資料館

高松市牟礼町・庵治町は、良
質なことで知られる庵治石の産
地である。この資料館では、石
工が使っていた用具の展示、
仕事場の様子や大正から昭和
にかけての石切り場の風景な
どの再現により、石工達の知恵
と技術、優れた技能に触れるこ
とができる。周辺には｢石匠の
里公園｣があり、芝生広場に点
在する石の彫刻が、訪れる人々
を楽しませる。

聖天堂

木食以空上人が後水尾天皇
の皇后・東福門院より賜ったと
される、弘法大師作の歓喜天
が本尊。日本最古ともいわれ、
50年に一度しか開帳されない
秘仏だ。歓喜天信仰は弘法大
師が唐より持ち帰ったといわ
れ、商売繁盛、良縁成就、学業
成就のご利益を求めて、多くの
参拝者が訪れる。境内に見ら
れる巾着と大根はそのご利益
を表している。

沿線の見どころ 境内の見どころ

中将坊堂

天狗の中将坊を祀ったお堂
で、本堂横の石段を数十段
上ったところに建てられてい
る。天狗は修験者の象徴でもあ
り、五剣山が古くから山岳修験
の行場であった名残を今に伝
えている。五剣山の山中には、
弘法大師作といわれる岩壁に
彫られた磨崖仏（まがいぶつ）
も残っているが、入山禁止であ
るため見学はできない。

境内の見どころ

第85番 八栗寺 
●香川県高松市牟礼町牟礼3416
☎087-845-9603
●宿坊／なし

第86番 志度寺
●香川県さぬき市志度1102   
☎087-894-0086
●宿坊／なし

　創建は天長６年（829）、開基は弘法大師。
大師がこの山に登り求聞持法を修した際、天よ
り５本の剣が降ってくると共に山の鎮守である
蔵王権現の神託を得た。そこで５本の剣を埋め
て鎮護としたのが五剣山の名の由来。また、入
唐前に８つの焼き栗を埋めて入唐求法の成否
を占った。帰国後再び訪れると、焼き栗全てが
生長繁茂していたので、寺の名を八国寺から
八栗寺に改めた。
　以後、山岳修験の場としても栄えるが、天正
の兵火に遭って焼失。文禄年間（１５９２～１５
９６）に無辺上人が再興に尽力し、本堂を再
建。江戸時代に入り、高松藩主松平頼重・頼豊
が諸堂を再建し、松平家祈祷寺と定めた。

　標高３７５ｍの五剣山は、地上から剣を突
き上げたような形状。八栗ケーブル山上駅
から境内へと続く参道を進み、石仏霊場に
続く階段を越えれば、朱塗りの鮮やかな多
宝塔と共に大師堂が見える。
　さらに参道を進むと、正面に聖天堂、右側
に葵紋の幕がかかる本堂が建つ。本堂脇の
石段は中将坊堂に続き、山岳修験の行場で
あった名残を留める。また、表参道を上り、二
天門から眺める五剣山の景色は圧巻である。
　この寺は八十八ヶ所では珍しい歓喜天の
霊場としても有名。聖天堂に祀られた歓喜
天は霊験あらたかで「八栗のお聖天さん」と
呼ばれ信仰されている。

境　内歴史・全体像
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第85番
ごけんざん　かんじざいいん　やくりじ

皆が親しむ「八栗のお聖天さん」

御詠歌／煩悩を胸の智火にて八栗
をば修行者ならで誰か知るべき
本尊／聖観世音菩薩
真言／おん あろりきゃ そわか
宗派／真言宗大覚寺派
開基／弘法大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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松平家の祈祷寺であったため、本堂の屋根には葵の紋がある

➡

香川県高松市牟礼町牟礼1810
087・845・8484
9：00～17：00
（展示室への入室は16：30まで）
月曜（祝日の場合は翌平日）
大人200円
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信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

縮尺= 1：13,000 500m0

第85番　八栗寺　　第86番　志度寺

6.5km　※赤い点線は遍路道の一例です

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を
得て、同院発行の数値地図(国土基本情報)電子国土基
本図(地図情報)及び数値地図(国土基本情報)電子国土
基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」
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へんろみち周辺の宿泊施設

A地点

A地点

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



本堂、仁王門ともに松平頼重が寄進

志度寺 補陀洛山
清浄光院

平賀源内記念館 自性院

志度出身の奇才・平賀源内の
業績を紹介する記念館。エレキ
テルをはじめとする発明品や
書簡、著書などの展示コー
ナー、映像や体験コーナーがあ
り、源内ワールドにひたることが
できる。西へ550mほど行ったと
ころには源内の生家｢旧邸｣が
あり、一角には源内の銅像、ゆ
かりの薬草園、源内焼工房など
が併設されている。

自性院は志度寺の塔頭。正門
に入る前の右側に江戸時代に
活躍した発明家・平賀源内の
墓所があることから、志度寺を
訪れたお遍路さんが多く立ち
寄る。源内は安永8年（1779）、
52歳で獄死し、この地に葬られ
ている。また、この寺は「さぬき
良寛さん」と呼ばれた名僧・竹
林上人が第七代住職を務めた
ことでも有名。

沿線の見どころ

無染庭（むぜんてい）・曲水式庭園

書院南の「無染庭」は、7つの石
と白砂で海女の玉取り伝説を
表現した枯山水の庭。3000坪
もの広さがある「曲水式庭園」
は、室町時代の四国管領細川
氏が代々寄進して作庭させた
もので、京都龍安寺の枯山水
石庭も手がけた細川勝元の手
によって完成された。庭園の一
角には「お辻の井戸」がある。

境内の見どころ沿線の見どころ

香川県さぬき市志度1105
087・894・0324

第86番 志度寺
●香川県さぬき市志度1102   
☎087-894-0086
●宿坊／なし

第87番 長尾寺
●香川県さぬき市長尾西653    
☎0879-52-2041 
●宿坊／なし

　国の重要文化財「志度寺縁起絵図六巻」に
よれば、推古33年（６２５）、薗子という尼が霊
木を仏師に彫らせ、閻魔が建てたお堂に本尊
として安置した。そこに天武10年（６８１）、藤原
不比等が妻のためにお堂を整備し、「志度道
場」と名付けたのが始まりとされる。その後、持
統７年（６９３）に不比等の息子房前（ふささ
き）が行基と共に堂宇を拡張、寺は僧侶の学問
所や信者の修行の場となった。また、房前は父
母の慈愛に感謝して、千基の石塔群も造立し
ており、一部が海女の墓として残されている。
江戸時代には、志度出身の平賀源内を長崎に
遊学させるため、当時の住職が尽力したことで
も知られる。

　運慶作とされる仁王像を納め、日本有数
と称えられる見事な仁王門は、高松藩主松
平頼重が、寛文10年（１６７０）に寄進したも
の。門を抜けると、歴史ある境内が広がる。左
手には五重塔がそびえ、庫裡、書院が並ぶ。
参道を左に曲がると、本尊と共に重要文化
財に指定されている本堂があり、そばに大師
堂、閻魔堂、薬師堂へと続く。閻魔堂には
「志度寺縁起」に描かれている閻魔が祀ら
れている。一度あの世に行った人が閻魔の
命によって蘇生する物語は、今も人 を々惹き
つけてやまない。他にも曲水式庭園、歌舞伎
や浄瑠璃にもなった「お辻の井戸」など、見
どころは多い。

境　内歴史・全体像

第
86
番 

志
度
寺 

●

▶

 

第
87
番 

長
尾
寺

第86番
ふだらくさん　せいじょうこういん　しどじ

命の再生を願う閻魔信仰の寺

御詠歌／いざさらば今宵はここに志
度の寺祈りの声を耳にふれつつ
本尊／十一面観世音菩薩
真言／おん まか きゃろにきゃ そわ
か
宗派／真言宗善通寺派
開基／藤原不比等

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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地元出身の竹野二郎により、広島県の明王院五重塔（国宝）を模して建立された五重塔

➡

☞

香川県さぬき市志度587-1
087・894・1684
9：00～17：00
月曜（祝日の場合は翌日）
大人500円

休
料

鐘鐘
仁王門

大師
堂本堂

納
経
所 曲水式

庭園

無染庭書院

弁財天堂

薬師堂

閻魔堂奪衣婆堂

五重塔

お辻の井戸

海女の墓Ｐ

曲水式曲水式
庭園

曲水式
庭園
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松平頼重建立の本堂は葵紋入り丸瓦

長尾寺補陀洛山
観音院

前山おへんろ交流サロンツインパルながお

長尾寺と大窪寺との中間に位
置する、おへんろ文化を伝える
施設。建物の中にはお茶の
サービスなどがある休憩コー
ナーも設置されており、展示さ
れている貴重な資料を見学し
たあとは、旅の疲れを癒やすこ
ともできる。おへんろ交流サロ
ンを起点として大窪寺まで歩
いて行ける「へんろ道マップ」
も作成されている。

経幢

経幢とは写経を埋めた上に立
てるもので、仁王門前に左右一
対で立っている。東側のものに
は「弘安九年五月」、西側には
「弘安六年七月」の銘があり、
元寇出征将兵の霊を慰めるた
めにたてられたものとされてい
る。鎌倉時代より栄えた名刹の
歴史を物語る貴重なもので、重
要文化財に指定されている。

天然温泉とトレーニングルー
ム、アリーナが一体となった健
康施設。温泉は和風と洋風の
露天風呂、ジェットバス、寝湯、
サウナを完備。泉質は単純弱
放射能冷鉱泉。流水プール、子
ども用プール、ジャグジープー
ルなどの温水プールは7・8月
のみ営業。小さな子どもから大
人まで楽しめる。

沿線の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

香川県さぬき市前山936
0879・52・0208
8：00～16：00
12/31、1/1料休休

香川県さぬき市長尾名1494-1
0879・52・1126
施設により異なる
水曜（祝日の場合は翌日）
入浴のみ大人610円、
入浴とプール大人1,020円

料
休

第87番 長尾寺 
●香川県さぬき市長尾西653    
☎0879-52-2041 
●宿坊／なし

第88番 大窪寺
●香川県さぬき市多和兼割96   
☎0879-56-2278 
●宿坊／なし

　天平11年（７３９）、この地を訪れた行基が
柳の木で聖観音像を彫り、安置したのが始まり
とされる。大同年間（８０６～８１０）、入唐にあ
たって弘法大師が訪れ、年頭七夜の護摩祈祷
を行った。帰国後、入唐の大願成就を感謝した
大師は、大日経一字一石の供養塔を建て、堂
宇を建立した。その後、寺運は栄えるも、戦乱に
より諸堂を焼失。慶長年間（１５９６～１６１５）、
讃岐国守の生駒一正によって再興された。さら
に後には高松藩主松平頼重により庇護され、
松平家の祈願寺となる。源義経の側室である
静御前が得度した寺との言い伝えもあり、長尾
寺には静（宥心尼）の位牌が残っている。

　仁王門前に左右一対で建っている経幢
（きょうどう）の間を通り、門を抜けると、参道
横に香川の保存木である楠がそびえ立つ。
正面には平成19年（２００７）11月に屋根瓦
を葺き替えられた本堂が建ち、向かって右側
に大師堂、左側に護摩堂が配置されている。
　本尊は聖観世音菩薩。度重なる戦乱や火
災にも不思議に残ることから、松平頼重に
「当国七観音随一」と指定され、秘仏として
祀られている。
　長尾の商店街にも近く、町の人からは「お
観音さん」と親しまれており、境内は地域の
コミュニティの場としても利用されている。

境　内歴史・全体像
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第87番
ふだらくさん　かんのんいん　ながおじ

静御前をまつる「お観音さん」

御詠歌／あしびきの山鳥の尾の長尾
寺秋の夜すがらみ名をとなえよ
本尊／聖観世音菩薩
真言／おん あろりきゃ そわか
宗派／天台宗
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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境内は地域交流の場にもなっており、行事で賑わう

➡

大師
堂

仁王門

納経所

本堂本坊

Ｐ

お休み処静

薬
師
堂

天神宮

お休

Ｐ

静
御
前

剃
髪
塚

護
摩
堂

楠

経幢

手
水
舎



３

３

３

３

３

３

14
8

37
7

37
7

37
7

37
7

四 国
の み
ち

曽 江 谷 川

鴨

　部 　川

槇
　
川

栴 檀 川

二
股
池

前
山
ダ
ム
湖

石 神 池

護 摩 山

矢
筈
山

女
体
山

女
体
山

一
心
寺

一
心
寺

石
神
神
社

石
神
神
社

前
山
小
学
校

前
山
小
学
校

来
栖
神
社

来
栖
神
社

多
和
神
社

多
和
神
社

前 山 ダ ム前 山 ダ ム

道
の

駅
な

が
お

道
の

駅
な

が
お

前
山

お
へ

ん
ろ

交
流

サ
ロ

ン
前

山
お

へ
ん

ろ
交

流
サ

ロ
ン

太
郎
兵
衛
館

太
郎
兵
衛
館

護
摩
神
社

護
摩
神
社

結
願
の
里

天
体
望
遠
鏡

博
物
館

結
願
の
里

天
体
望
遠
鏡

博
物
館

大
窪

寺
大

窪
寺

お
お
く
ぼ
じ

お
お
く
ぼ
じ 八
十

窪
八

十
窪

野
田

屋
 竹

屋
敷

野
田

屋
 竹

屋
敷

細
川
家
住
宅

（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

細
川
家
住
宅

（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

相
草
公
民
館

相
草
公
民
館

10
0

20
0

20
0

20
0

30
0

30
0

30
0

30
0

30
0

40
0

40
0

40
0

40
0

40
0

50
0

50
0

50
0

60
0

60
0

60
0

70
0

70
0

（
標
高
44
5ｍ
）

（
標
高
77
4ｍ
）

（
標
高
78
7ｍ
）胎

蔵
峰

胎
蔵

峰
た
い
ぞ
う
み
ね

た
い
ぞ
う
み
ね

花
折

左
直
谷

出
作

別
所

葛
野大
石

中
津

星
越

大
多
和

来
栖

紙
漉

譲
波

小
倉

長
尾
谷

門
入

多 和 力 石 上

多 和 経 座 西
多 和 経 座 東

多 和 力 石多 和 助 光 西

多 和 助 光 東

多 和 額 西
多 和 西 浦 山多 和 相 草 西

多 和 相 草 上

多 和 竹 屋 敷

多 和 東 谷

多 和 額 東

多 和 額 北

多 和 相 草 東

前 山

多 和 槇 川

多 和 兼 割

多 和 菅 谷

さ ぬ き 市

三 木 町

東 か が わ 市

徳
島
県
 市
場
町

88
（ 境
内 へ
▼ ）

（ 山 門 へ ▼ ）
（ 境 内
へ ▼ ）

（ 境
内 へ
▼ ）

10
10

３

３

27
9

27
9

琴
電
長
尾
駅

香
川
用
水

鴨
　
部
　
川

熊
田
池

宮
池

長
尾

寺
長

尾
寺

ツ
イ

ン
パ

ル
な

が
お

ツ
イ

ン
パ

ル
な

が
お

な
が
お
じ

な
が
お
じ

長
尾
小
学
校

長
尾
小
学
校

長
尾
中
学
校

長
尾
中
学
校 亀
鶴
公
園

亀
鶴
公
園

長
尾
総
合
公
園

長
尾
総
合
公
園

一
心
寺

一
心
寺

き
む

ら
き

む
ら

塚
原
橋

上
名

池
ノ
内

川
上

初
音

辛
立

塚
原

下
屋

筒
井

西
町
中

下
名

亀
鶴千
代
町

福
家

陵

清
水

東
町

下
通

長 尾 西

長 尾 西

昭 和

長 尾 名

長 尾 東

87
あ

づ
ま

や
旅

館

結
願

の
宿

な
が

お
路

第
87
番
　
長
尾
寺
　
　
第
88
番
　
大
窪
寺

信
号

警
察
署

消
防
署

交
番

郵
便
局

神
社

寺
院

縮
尺
= 
1：
27
,0
00

10
00
m

0

12
.3
km

　
※
赤
い
点
線
は
遍
路
道
の
一
例
で
す

結
願
の
宿
 な
が
お
路

あ
づ
ま
や
旅
館

野
田
屋
 竹
屋
敷

八
十
窪

08
79
-5
2-
30
84

08
79
-5
2-
24
15

08
79
-5
6-
22
88

08
79
-5
6-
20
31

1 2 3 4へ
ん
ろ
み
ち
周
辺
の
宿
泊
施
設

A地
点

A地
点

「
こ
の
地
図
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、国
土
地
理
院
長
の
承
認
を

得
て
、同
院
発
行
の
数
値
地
図
(国
土
基
本
情
報
)電
子
国
土
基

本
図
(地
図
情
報
)及
び
数
値
地
図
(国
土
基
本
情
報
)電
子
国
土

基
本
図
(地
名
情
報
)を
使
用
し
た
。

（
承
認
番
号
　
平
28
情
使
、 
第
11
32
号
）」

各
札
所
の
マ
ッ
プ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
 w
w
w
.s
ei
ch
iju
nr
ei
-s
hi
ko
ku
he
nr
o.
jp



薬師如来のほら貝は厄難諸病を吹き払う

大窪寺 医王山
遍照光院

種田山頭火句碑細川家住宅

本堂の横の阿弥陀堂前に佇
む、漂泊の歌人・種田山頭火の
句碑。当寺で詠まれた「ここが
打留の水があふれてゐる」の
句が刻まれている。山頭火はこ
の他にも長尾近郊で多くの句
を詠んだという。周辺エリアに
は「夜が長い谷の瀬音のとほく
もちかくも」など、多くの句碑が
建てられている。

寶杖堂

結願所となる大窪寺には、88の
霊場を無事に巡り終えたことの
証としてお遍路さんが奉納し
た金剛杖や菅笠が大量に保管
されている。大師堂横には、金
剛杖を納める「寶杖堂」が建立
されており、これら奉納品の
数 は々、毎年春分の日と山の日
に催される柴燈護摩供で、山
伏修験者によって焚き上げら
れる。

18世紀初期の民家の姿を今に
伝える典型的な農家建築。母屋
の柱は栗材をチョウナで削り多
角形に仕上げており、ほかの軸
部は松材。屋根は茅葺きで、下
まで葺き降ろした「ツクダレ葺
き」という形式で造られている。
客の接待、家族の団らん、食事
などに使われた土座は現在の
居間にあたり、囲炉裏を中心に
座をしつらえている。国の重要
文化財指定。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

香川県さぬき市多和額東46
（88番大窪寺から国道377号線経由西に6km）
0879・42・3107
（さぬき市教育委員会生涯学習課）
9:00～16:30
月曜
無料

休
料

第88番 大窪寺
●香川県さぬき市多和兼割96   
☎0879-56-2278 
●宿坊／なし

第1番 霊山寺
●徳島県鳴門市大麻町坂東字塚鼻126
☎088-689-1111
●宿坊／なし

　寺伝によれば養老年間（７１７～７２４）、行
基が草堂を建立したことが始まり。その後に巡
錫中の大師が胎蔵ヶ峰の岩窟で求聞持法を
修して薬師如来を彫り、堂宇を整えたといわれ
る。この時に大師は、唐の恵果阿闍梨から授
かった、三国（インド、唐、日本）伝来の錫杖を
本尊と共に納めた。その後、僧房１００を有し、
早くから女性の入山を許していたこともあって
「女人高野」とも呼ばれ栄えたが、天正の兵火
で焼失。初代高松藩主松平頼重が寺領を寄
進、二代頼常も本堂や仁王門の修復を行い再
興された。しかし、明治時代に火災で堂塔を焼
失。二天門以外の現在の建物は、その後再建さ
れたものだ。

　二天門とも呼ばれる山門を抜けて、石段
を上ると正面に本堂と阿弥陀堂が並び建
つ。本堂は礼堂と中殿、二重多宝塔となって
いる奥殿からなり、本尊の薬師如来と三国
伝来の錫杖は奥殿に祀られている。納経所
は本堂手前左側にあり、地蔵堂がその隣に
建っている。本堂手前を左に折れ、階段を
上って参道を進むと寶杖堂と大師堂とが並
び、仁王門へと続く。
　深山に広がる境内は、春の桜や秋の紅葉
など四季折 の々美しさを見せる。仏の慈悲の
ように降り注ぐ木洩れ日は、結願を迎えた遍
路の心に深く沁み入り、遍路旅の疲れを癒
してくれるだろう。

境　内歴史・全体像
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番 

霊
山
寺

第88番
いおうざん　へんじょうこういん　おおくぼじ

四国霊場巡り終着の結願寺

御詠歌／南無薬師諸病なかれと願い
つつ詣れる人は大窪の寺
本尊／薬師如来
真言／おん ころころ せんだり まとう
ぎ そわか
宗派／真言宗単立
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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大きな谷間の窪地に堂宇を建てたのが寺名の由来
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